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曾
-Lt .  

口 ( 丸 月 見 皐 曾 開 催)

下記の辿 1) 味方[ 1' iI の凡畢千? を'? 1iHします。 内容を夫々御熟覧の 1-- 脊って御巾込あらん事を

1  _  !r 'f 9  )-J  21  11 ( J-1 )  'F-後 l 時( 集令時IHrHVJ 行、晴雨イ、論)

1、集介J i j j - 米 定 ( 参)JIIIII 込スーに改めて通知lず )

|、} よM先 下J己問ケ j リiの l刊三 ケlリ? 分決定し参加者l乙改めて辿) : ! I -t 0  

i  合 '.l 'e  金 ｬ 岡 也 ｯ 反 Ｔ ょ うよ大阪 ＳＹ ヲ ＷＵ 蒋へ拶 Ｑ｜ 込畷 ｬ ひ度Ｉ南宗千 ｩ Ｍ ヲ Ｑ きもＫりえ妙附 ニ 干現 ｾＱＱＺ 肘 在 施 ｩｾ 地

料等( 交通費向妙iの事)

1、111 込 iti 立はがきにて( 令究 l 闘を郷込) 返信を r'-f析にして烹な御 rl.!込下さい 3 人 II

:hlJ 限の場合は先・清11聞に〆切ります

1 . 官 幣 大 社 佳 吉 神 社 ( 大阪市伎吉区住削J )

皐1 ! r 9 ! j 士の武運長久祈願 と参 奔

祭神は芭Eに御 jf< j;nの i湿り第 l 宮よ り第 4 宮 迄

底 筒 男 命、 rjJ 筒男命表筒男命、市1I説p量后にま し矯 枇、ボ，1i J : J i 十1- J・官金銀l主せらる 。iJl i ffl : l :殿は j l Hこ釘千1なる

所 謂 住 吉 if ;: りと郁せられますが、勝 隷 下 情 しの答' で其由緒御神徳、街1同植害事特殊の紳事には疎い肉が多

いか と思ひます。ヨFひ予言日は利' i 主よ り此れ竿に就き特月11111' 熟' 演を原i ( って居 ります。

2.大 阪 刑 務 所 ( 南海沿線堺金岡島幸西〉

刑務所見砂は誠に稀であ りまして主主易に機合あ りませんで し たが特に内諾を初ましたの ・<:: 1、の僚猟に依

り希望の方は氏名年齢' ft椅 職業記入 ili: ぐ御 申込下さい 。連名の上l l ' . 式断書提出許可を受け ます。 1E1 し杓

1靖の所ですから7中々の都合で前 日不許可のJ場合あるやも計 り雛< ｊ 十七の県Ｑｩ ＭＧｾＱ め御合み撹き願ひます 。

3.妙 園 寺 Ｈ堺市材木 ｾｉｮ

［［ ｫ 金量 Ｕ 年日 ｾｾ開法で 日蓮示四十四本山の一、 別 在のＱｴＡＮ［ｾ字は本位 、 宇賀可申告詑 、 ｗｊｊ 使門 、平 年殿等あ り 。

此のす=は苛 l' ¥i よりも下の2 ｃｪＧｾが有 Ｅ である。白 ｬ ち ｬ つはー ｼ 止の英雄信長を殿傑せしめたと言ふ千台紳｛必の

3草木大麻鍛 である。信長安士械に - i l . 持蹄へり しが係奥頒 りな るより悠って之を切らしたるに命々俺異

起りたる伐さすがの猛絡も会〈移り此苛すこ J区選したと仰へらる。一恨十鈴株に別れおき 2 ; ; ; ; ヒ伶の大蘇鍛

ーで天然記念物に指定せら れて肘る 。

廷に名 Ｑう ｪ ，立維新の ｲＮｾＡ 士 ご ｩ 土佐 ｊ 点ｊｴ ｭｈｲｩ 之常タトｾｾ士が古ｉｪ ｩｪ 起した ｅ かである。度地［ Ｓ 年 ｬｾ ｬ ｬＢＧｬ軍総が碇泊中ｻ皮の

71.く兵市L暴に附 t放せる箕浦タト十英士は之を WrJ しi丞に閥際問題となり明治元年 2 月2 HI此守の本堂前で制 ij ¥i

したの である。寺内にある彼 ｾ ［Ｎ・の最後を飾るであろう遺品は見る者をして恩 ｬ まず職際 、 常時の ｊ 安射Ｚの紗［

を{ 思ぶに充分なり o Ut に手下級の予集定〕

4 . 南 宮

山
寺 ( 堺市南側担111]')

臨 ｦ 舟 Ｕ ＷＺ 大徳寺 ｩｬ 正にして 三 好 長 ｽ経 Ｑｭ［ ，Ａ［堺の千 ｾ ｾ戸 ｪ である。弘治 Ｒ 年刻在の Ｑ 也に修築 、 元利 Ｒ 年 海庵はナ宇和問

城主及堺本行の援助を符 て中興す o fn存の震なるは 、 的殿、プJ 丈 、 111門、銀 棟、客殿、 害事境内に後藤又

兵 衛 の 貯、件呂利、手IJ 休の墓がある。又庭倒は幽礁で古回終結の主主l I r : と稀へらる 。利久好の茶室長賞相時

がある。前日は主として此等茶空貨の見患を なす 。

以上が Ｙ 月見 感先の孫定ですが 、 刑務所の都合 ｴ ，ｾ他を考慮し此内の Ｓ ケ 所決定し参加者に改めて集舎所と

泊 11慣を御; 盈知数 します。

有 志 晩 餐 曾

Ｑ ｴＮｊＮ，ｾ， 日は見務終了はタカとなる見込みですから ｩ 芥市に於 て 有志の晩室長舎を ｬｗＮ します。御希望のカは合主主

五 ｬ 岡市込ーと同時に御Ｎ￬Ｇｴりでさ い ｪＱＳ 合場お任せと人民共他の都合で ＷＱｾ Ｍ 5閣以 上となる均合は不慈御溺{ 尿ーl、

さ い 。 ( 本見祭舎 は曾員終身賛助 員特 別賛助 員 に限る 〉

曾号事幹事曾幹事長 谷 民 般
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主孟孟

2. 丘 上1よ リ 本 部 其 の 他 の 日 翰 舎 を 傭 徹 す

rX 2  

日 華童 会 第 一 階 平 函 圃
第 二 階 平 面 圃

興 豆 妬 殖 訓 練 遁 場

位 低 大 阪 府北河 内郡交野町大字和、市八幡山

京阪線牧 }J 東口にて乗換、交野宮鍛終里占手l、市 膝下車西南 2 丁像、渓流を渡 り、行 〈慮小高い丘の木の

間がくれに幾つかの司王面に駄々として日輪舎の建ち並ぶ を見る。松篠宮風々 とし て聞へ、眼下に閥 〈河

内平野、空気清澄、食に絶好の身心鍛練道場である。



4  
- 亨 ?? 

."、 ｊＮＮ ｾ＠
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3. 緋 飽 へ の 遁 路 よ り 本 部 正 面 及 虜 複 を 見 る

;十 :;封

浴 場 平 面 園
便 所 平 面 薗

4.  i更 F斤

丘 のl徐にある日輪

会式の便所は 、 其

の構法の妙、見る

者をして、好昔干の

感を奥へる中央に

手洗7k . を滋へる。

合 崎

= 0=  

3  IX 



I X 4  

6. 階 下

入口より指下三|三分

を見る 、寝 具 な ど 気

持よく盤頓されてる

事は 1可の日輪舎も聞

じである η

訓練の請を怖さの一

端をま草ひ均l るｾが ｈ Ｚ

来る 。

興 豆 拓 繍 言JII 練 遁 携

5. 6皆上よリ階『巨を見る

構訟は内 l泉訓練月Irに範を Jli . り建設された

もの で例へば 2 階に明と りの窓のある事な

ど改良された内の一つである1 ¥' 央の惑は誠

舎 の l時には机、 j j J ( ; は食卓ともなる 。 内部は

遁ｉＮｾ｜Ｎもよく清潔にされて居る 。

r . t 輪合は川在全部 で 10. 牧谷人員 l土 | 合

60人 であるが夏期は保健上うO人とし て るつ

道場 長 土屋少将以下職員誠氏 の 十旨導 の Ｍ ｉｾ ｾ 二

円713きの一1マ、考 人 達 の行的訓練 が行ばれ て肘

るコ



景

地 中申 準 宅 耳 目E 策冊目

神 宮 皇 磐 館 ・ 惟 神 港 場

5  I X  



I X  6  

紳 宮 皇 皐 館 ・ 惟 神 道 場

宇 治 山 田 市 外 倉 田 山

2 小 JI 堂 外 景

木造切妻四方 l庇ス レー

ト主主49珂'29

3 小 惚 堂 内 部

拭板鋭、I E商 に i寅岐

を設け 、机を↑ 汗〈 、術

講習雪の! 療は白木八足羽L

に着陸総綿のｻ也 、 映ｾ

の仕: *る:t;rdm光謀、sk

ii 拡の設 fKI i がある。



4 食 堂 外 景

木 造入母屋 銀付スレ

ート茸90珂'38

5 食 堂 内 部

空気 清澄樹木にかとまれた物 、 静かな 皇 製官官のＭｾ列車 ｴ 地線計は Ｔ Ｒ Ｖ Ｙ 坪 、建 物 とし ては逢

J手殿、大講堂、小 講堂、 食堂、潔務所、第 l 宿舎、第 2 宿舎、 本館、陳列所其の他 より

なってゐる。牧谷 人員は 50人前後で受講期間は修養の目的達成上から I i自2 日以上と言

ふ事になって 居 る。1fft 紳遣に立脚し た修袋線成の道場でるる。 朝 4二時起床、潔賓の後、

途奔殿の行事、参手手、清掃等 消燈時に至る迄3置に般;憾な行事が繰りかへきれて居る。

内部は非常に明るく

清潔にされて 居 る、

拭板張図座 を用ひ着

座 す。食堂の階下に

は炊事 場がある。

7  I X 



、 Ｇ ｾ ー ム 一 回 ム ー ‘・.-

惟 y下車 遁 場

字 治 山 田 市 外 倉 田 山 神 宮 皇 筆 筒

IX  8  

Ｖ 進湾ｾ全景

木造入母屋去最 H 持母皮葺40

J!!i 2.11多義の 'i' 心綴率一 でni+.殿

風 の 建 物 であり架設な惑を

受ける。

7  1隻湾殺内部

待｝尚 二 同 Ｑ に 内外 雨 ＧｾＮ ・ の当皇

杯 設 備をな し内部 :ま拭板張

|画!Iti を片1ひ且毛市豊の: r¥!二 fi< る

造手干の外 flt 発 行 事 も 1j ::t ｾ し

る。



大 阪 銭 遁 局

石 山 這 場

修 聾 遵 場

［ 本Ｑ￬ Ｑｾ 階上を修養 ｪ 道場と し τ る材、は

阪張で: J ; t の上に 45阪の大葺敷 とし て

| 同座を用 ひ坐税の式に依る 、諸島手手、

講座等 協械な惨事を行事が行はれて居

る。

{立irf 火 砕市 石 山寺港 I!lj"

石 山寺 より南 300 } j と徐行くと瀬聞

の清流を前に西側IJ の最勝の地に此の

逃場 の建て られ るを見る。見た目 に

は修主主道場 と言ふよ り厚生選場と言

った感がする。建物線坪数は 1. 047

平方米である。

本官官 1階2立浴場、宿舎、平面倒

設 計 大 阪 繊 準 局 工 務 部 建 祭 童書

施 工 大 阪 餓 道 局 草 津 保 線 直

9  ，X  



玄関上よリ鷹接室を見る

I鋲接室は南の開いた明るい虎で

前に目賢い庭がある。

I X 1 0  

大 阪 繊 遁 周

石 山 道 場

4 旗 揚

此の炊事場で 定員約50人 の食事が

準備され る。炊事 場 と縦いて !釘ぃ配

膳案が ある。

道 場 . z p . 面 図

宿舎 2 階平面圃



I 這路よリ山の窓側面を見る 2 :iE flii 外 敵

立 里 荒 神 ・ 山 ノ 家

奈 良 鯨 吉 野 郡 野 迫 川 村

8
i t  

. 2.  3 際 平 面 圃

- 、-t tt

也1.e 

曾'f

第 q 菅 平 面 圃

設 計 南 海 銀 謹 エ 務 部 事f..
施 工 奈 良 機 組

1  1  IX 



3  2 階 理 室
4  2階廊下$ . リ 3階への階段

立 lil. ?在 神 ・ 山 ノ 家

ＱＱＱ の家 は ｡ 向 日子山奥ノｼ 佐 より Ｓ 問、 ｩ 持拡 ＴＲ￹￼Ｉ Ｍｺの ｉｕ のＱｉＧｪ 上に建 てらて ｊｾ Ｚ る 、 子 ｩｴｬＡｦＧ 的Ｇ 山 ｡ 活保

守 、 ＧｩＧＮ ＱｾＮ sj!; の 日には j主〈紀洲の耐を見る事が 川方k る眺昭総1，1のj也である 。利の御来光は' 負

に栄町J ! ずのもので近くには信者の参拝維えぬ立男r ，cjj;*鎖! 干す。

夏期は非常に涼 し く、厚生、修養を粂ねての利用が多い ll¥( 符人員は うO人で食堂の設備

もあるが自炊も 出来る様に設備されてる。

5  2 陪 ホ ー ル 6， :s ｾ苦手日蜜
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青 少 年 訓 練 道 場

時局愈々急: 迫を告げ るの秋岡家の最 も要望す る

所のものは何と 云つで も人的資材 の充賓であ り、

就中身瞳強健にしてしかも精神力旺成なる 青年の

力であるこ とは言を侠? こない。この青年の力は現

時の閤家目的に即臨すべき統ーされ? こ高度の薮養

訓練によって登臨し得るも のであり、 闘を拳げ て

これが増強に最 善の済 力を拶ｾはな け ればならぬの

である 。若しこれら青年に毅養訓練を施 さない時

は、或者はーの力或者は二分のーの ブJ しか持? こな

い もの〉集1 ) e なるであらうが、これに有効泊切

なる訓練を 施す ことにより ーの 力を有する者はこ

の力叉は三のブ] I'L二分のーのブJ しかない者で も -

の力以上に増強 し得るやうになり、之を全閥的に

見れば正に以前ｾｉＧｌ数倍する線 、 力となって表はれる

こ主はl明かであり 、j f l ' L 彼等に施すべき滋養訓練

こそ 一 日もおろそかに 出升( I f . l ことを 多〈の賀詮に

竪みその必要性を痛感するのである。これこそ無

より有を作り出す現下喫繋の一大要事であ h、去

る 1 月16日文部省 l乞ては大日本青少年国を結成し

国民にまうJ し，iJi l練 所Lー主義を? とつに所以のものも此

l乞存するものと想像するの である。

然らばこの毅養訓練を如何なる場所で、如何な

る人が如何なる方法で指導することが最もよい結

果を生み出すかといふ問題になる、私はひそかに

}&'.l 、、 青年時代は魂の剣士生期であるのでこの時期

を逸しにならばi 日本精神の真髄を徹底的に悩裏

I'L . ，こ〉み込まし めることは困難となるのではなか

らうかと、 従って銘γ IZ : 考ふべ きこと はこの大胡

な魂を浩り上げる即動力となるべきよい指導者を

得ることである。背年の力は指導者よ b生れ、そ

のゴJ の強弱は指導者lてよって左右されるものであ

る。調逸のヒットラーは政憐を? とるや直ちに従米

の皐校毅育のみでは決して立誠な身髄と強1mなる

精剃 ｬ￦ 以って閥 次陀奉 仕し得るＮ，ｾりの魂Ｚ［･ ｦｩ ｾ り ｊＭＮ

げることが出来ないといよ、ので、ヒット ラーユー

ゲントなる組織を作り護士安 川練を地 しTこのでゐる

来活者は大阪市敬背部宵年 ｦｾ 育課 長

1 1 7  

V'- 就 い て

北

来

十

古村 春

が、読し偶逸K 於ても 一般事校章受育では毅師が熱

を持? こないでに. ，: 機械的に 、形式的に一定の課程

を毅へて居? ことい」、j.ijj- IZ: -). : i I iil : 陥のある こ とを悟

つに需であらうと思ふ。こ の凱 l乞ついては我閣も

大いに反省すべきではなからうか、次 lて如何なる

場所で滋養訓練を施すべきかとい」、事については

前述の指導者の問題κ 比すれば左程大きい問題で

はないとも云べるが、一商昔と今とは騒々の鈷K

於て異なり、現下の青年を訓練する J-. I ' L精利l的方

商のみを見るならば何等かけ溺れ ＿ こ駈もない Ｎ， ｾら

うが、科皐の進歩著しく殻展し? こ今日に於ては訓

練の場所の選定並に設備の充貰については大い陀

意をmひなげればならぬこと〉なつfこのである 。

特に大都市に住居する青年にとっては訓練道場

の也否によってその成果のj主ーが極めて強く響いて

来るものと考へる次第である 。

然らば道場と しては如何 なる場所に建設すべ き

令、叉如何なる設備を持つべきゃについて述べて

見7ごいと思ふが、未t: i楽〈 研究しに結果ーでもなく

只二三のdll! 練道場を見桜 しその者11広忠ひ浮べ7こ感

想、を呼び出して記す次節である ことを 御断りし て

世く。

都- I'L ，:Ji I練道場なんか要ちんぢゃないか、ミJ ろ

暴校a色々 lて利 JI J し?こ Gl ミいではないかとの御 Ef

薬もあらうと思ふが、都千? の皐校合 はなる程設備

もよく使手IJIL 1+'，米上って居るが、しかし大自然と

の綾燭は極めて lor いと思ょ、、狭い校民主より校門を

- ) yH' ，れば俗世界である、何? ごか皐校内で錬成を

やると いよ、車両身が越分は事務的になって行〈や

うな感 さへあって、民に深みゐ る透1飲しTこ訓練は

や り刻[ い。狛ω制 のや うな校合、校庭で訓練を受

付て居つては人 IUJ がノj 、さ i なるといよ、人さへある

今 や 日本は次回 の 即主として新秩序ｾ 設に ｾ進し

つ〉めるが、その! ふI l ¥' : は宜しく大| 輔氏の風俗と資

質 とを Ｎ ｈｾｴｉｔ して知らなければならぬ。この［芯［味に

於て訓練場はなるべ〈 郊外の 山野でJi ;'i7げよ る場所ー

1  I X  



ｾＩ［Ｚ＠ 9，常に、大自然を背景に持ち度 いものであ

る。

免こに訓練の目的は各個人の身髄の強健なるこ

とによってぞの大部分が達成し得られるのである

然るに大都舎に住居する勤努青年は保健衛生の鮎

より見ればま fごまゼ葱 まれてゐない、そ の詮擦と

して結接患者が非常に多い殊に青年層に死亡率

が高〈賓陀憂ふべき j伏態である、現貰に日本民族

は也・界中で最も強い見えない殺人胞と死闘を続け

て居るのである。こ れを救ふには青年に訴すべき

訓 練K 種々留意せねばならぬが、就中その場所は

ｾ気清澄 ｋ して都合の墜を離 れに 郊外の地に見出

さな げればなら ぬこと は言を侠ない。

第三は前に述べ?こ通り 、青年期は魂の創造期で

あるので青年自身に真の日本人の姿はどうあるべ

きか主いふことを強〈掴ませ? こい ので ある、それ

には闘髄の本義を十分に把握せしめなければなら

ぬ、この意味に於て幸 K 大阪は近郊に於 て閤髄観

念の確立上それに因んfご所が多いのであるが、斯

様なf立地に道場を設置して訓育をすることは誠に

嘗を得 Ｑｾ ものと Ｎ Ｅへるのである 。

以上は特に山崎' 方面に於て考へTこのであるが、

青年の訓練上忘れてはならぬ のは海事思想、福聾並

i亡訓練 のにめに必要な海洋訓練場で あかが誌には

巾し述べない

⑦ 
事にする。

愈々郊外 lて

① ⑨ ③ 

} 6' { 大なる地域

を得て外] 司l環

境に支配され
、

θ  

τ互主j

① 

ない、極て純

議) 'I
なる錬成場域

ｾＮｲ ｪＮ屠主

① 

をf尋? こならば

ボ‘選》も

如何なる設ｾ日 ｩ

I' - Q  
を施すべき や

⑪ ① 

といふことに

なるが、先づ

国

引一 lて建設 し

国⑦

? こいと思 ふの

は ( 別| 聞のや

E  国
うに〉諸種の

建設物の1.1
1
央

I X  2  

に講堂が欲 しい のである、此所はnirt 闘日本を強〈

重き出す? こめに正商K Il i' ll 般を設げなるべく宮迭 り

を多分に入れ約300名乃至400名の青年が一堂に集

まり、朝夜の躍を厳粛に取り行ひ得るや うな奉奔

殿とも いふべきものにし? こいのである。時には講

義場 ともなり、 討織合場ともなるが、床のま〉で

昼は入れす¥大韓K 於て座することを本題 し? こ方

がよいやうに思ふ。

向 これ に油堂なる医 ｩ 闘を施し訴 ＧＱＧ 殿と反 ｾｍ の側 ｋ

於ては武道をやらすことも出来る様にすれば利用

償値が多いのである。車にこの建物のみならば、

閤民挙校の講堂と左程大差がないのであるが、錬

成のー乎五jどと しては御互に共助努] 瑳並に協i司一致

の賓践を強 t 表は して行かなければな らぬので、

組織を出来得る限り細部に分ち 、一班十名1位ーIJ、

除五十名位とすることが望ましいので、班長もノj 、

除長も部下の国民主 i可じ生活をなし、青年の生活

に深く喰ひ入り異の青年の姿を知り、青年に劃

する熱愛を以て指導する所に従来の拳校毅育の殻

ｾｴＦＺ げ出し＿こ行き方が見出されて来るのである 。

中心はノj 、除長でーあり、叉班長でもある部下は上一長ー

に絶封の信頼を傾げしめ上長に は指導者としての

村釘戒と責任を感せ' しむることが最も大きい要黙で

ある 。

それには l請に述ぺ? こ や うな講堂一式では到底堅

み得られない場合が多々あると思五、 ので‘ 五五tと内

原訓練所t;. 9ねi lj の拓植 iJ i ! 練所なりに建てられて

居る日輪兵合とも 云ふべき民] t 、建物が最も泊 して

居る椋ι 巴ふ のである。直径十五米内外の問地の

上 l亡二階建造 りの原始的な解り易く云へば闘技館

の角力場のやうなも ので質素にして極めて簡易な

る生活をする所に[ 師白味がある 。光線は四方八方

より一様にさし込む、やすの方向の風 と雌 も這入る

柿i 迭であり、内部は極めて l切るく、誰1)}( の医別な

く目は闘 の中心 tて集り心も ー貼ーに集合すると いふ

構造である。内J:li J を統ぐる上下二i記の座席は各々

二十五人宛位を牧容し得て些敷ととすることもよか

らうが、寧ろ板敷 lとて締麗I'C拭き込ん1': 方が良い

と思ふこ の様な兵合を前堂のJ，li] 固lて八合程J 1 ! り最

大限四百 ー 名位の錬成が同時に出ｾＨるや う にしに し、

本部合及び! 日書館合の設備の外向附j誌の建物とし

ては炊事場、浴場、物位、洗濯場、{ 更所等更K 衛



兵所並(r _ 哨合勾: は; hl : 非設備・して軍隊の1象備的Jた礎

;:!11練を興へる や うにしにい ものである。

以上は主 として男子青年訓練場について述 べT二

のでゐるが、女子に於てはDJ J了ーと後程趣を異t亡し

土地の選定 lとも特別なる考砲を施し、特 lと家事生

川市11練が充分 lモ出来得る や う留意し? ごいも のであ

‘ φ嘩

曹

、奇

組

集

伊

h

6 ・ ー・ ・M ・.. -

る。要は只訓練場として脱めて間車な る希望を述

べ?このであるが、男子は!J J 子として叉女子は女子

として又夫々 ω 1'1ＨＭｦ Ｏｾ＠ I ' L [ 感じて泊切なる施設を試み

? こいもので、今後一層の研究を裂するものと考へ

るのである。

道復本部前E草場に於ける武選練成
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醤 皐 上 よ り 観 た る 青 少 年 訓 練 所

青少年訓練所の使命

最近、青少年の訓練を目的として所前青少年訓

練所が全閣の彼鹿、此庭に設置さ れつ〉あ ること

は時局柄真に結柿ニなことではあるが、果して夫等

の訓練所が何れもその目的を充分陀達成してゐる

かどうかと 云ふ ことに就て は取帥〉疑問がな いでも

ないのである。 青少年訓練所 の設置目的は元より

青少年を錬成する黙にあるのであるが、然し乍ら

夫等は線、べて訓繰課自主? 紘織的に企重 して行はる

べきであって、 若 しも訓練所K 於げる衣食住にま

で無方針に苛酷 な要求を 押付けて、之をも訓練な

りと勝手極めする や うであ っては夫れは大鑓な考

へ注ひである。勿 論、不 ｉｉｾ 不休 の 訓練も必要であ

らうし、粗衣粗食や蝦睡 しか出来な い鍛錬生活も

やらねばなるまいが、 左様な訓練 は随時キャンプ

生活やその他のJ llf' 替生活などやる こ とに依って充

、分目的は達成出来るのである。

苛りそめにも青少年訓練所と命名して、 警へ木

造に しろとド永久建造物を建設する限り は、 必す' 簡

素乍ら も其庭に住居生活の範? こり得る Tごけの必要

僚件を按入れて準 らねばならな い。 若しも訓練の

美名に隠れてお組米な

動物小屋 l乞も等しい安

っぽい建物を造弘 前[1

懸り的 l亡之f t ' 11i1[1聖と意

義づりで訓練所とする

ならば、斯様な場所に

於げる訓練は飴程の強

健者であ り且、 志操堅

固の者でない限り、却

て訓練の結果、徒 らに

他 ｕｴ を損ね 、思 ＿ 包ｴ｟トｾｉＧｃＮ ，._ 

も思は しからぬ忠Jt長化

を受げる や うなこと K

な り易いのである。

来2止者は官辞l帯主大阪市立西診療所民

I X  4  

深

米

呆山

濁逸の乙ツトラー青少年訓練所

精逸 の ヒッ トラ ー青少年閣では、家庭及び場校

以外の虞に 於ける青少年を訓練するまlt I'C. 1937年以

来 . 杢闘の市iliT1:，Hc 必十一つ以上ヒットラ ー青少

年訓練所を設置す ることになっ? こが、 その教は現

在二千数百に主主してゐる。之等のヒットラ ー青少

年訓練所を設立するに|探し ては必す・附近の風景に

うまく 調和す るや う夫 々細心の注意を 抑ひ、更に

「組織的な建物 は 組織的な毅育を容易な らしめ

る」との考へ方κ 恭き色々 の工夫を凝らし、特l乞

持喜善 ー 十 三の諸 Ｔ 条件 ｬ 亡就ては 、 精 ￬ ｬ ｩＱ ｛ Ｑ 的 ｾ ￌ￉ｉ て 肉謹的 の影

響 を汚 ｲＮｾＺ して理想 的 な建 物を詰る や う に夫々苦 心

してゐるのである。

ヒット ラー青少年ITJI 鯨所では所前集令室が一番

中心として建てら れ、 夫れに指導者室ギ祭堂が連

らなってゐる。叉大きな玄1m入口や幅) } ( ぃ廊下が

あって、充分な liJJる さや、新鮮なZ51誌を探り入れ

その土、|市民 い感じをも輿へるのであ る。更I ' C. Iリj

るくて肢 い浴室も あり 、之は集令室の:敢に肱じて

，数多 〈作られる， 一つの集合室では普通40名がー

班を編域して生活してゐるが、斯様な集合室が; i J l l

諌}iRによっ ては二も三つも ある場合がある。此の

1. ヒッ トラー 青少年訓 練 所の全 景



2. ヒットラー青少年言Ji I *湧府内の集合室

他訓練所には夫々仕事場、料王理室、暗室等があり

又材料置場や自 :ijD! t車置場も設備されてゐるのであ

る。

而してヒットラー青少年訓練所み建物は締べて

簡素を旨とし、制〈簡14i !"i. f)j( しか用ひられてゐな

いが、然かも 室内装飾 lてしでも努めて美術的陀且

上 r誌に装置されてゐるのである。叉空内の清楚と

清潔は青少年達 l乞衛生的なJ l J j 朗感を興へ、巧みな

構岡や設計と相f突って彼等lて真 lて心身の主将快と慰

休を史へさせる や う工夫 されて ゐる。新〈して訓

練所の生活を通じて彼等に正しい住み方 re毅育し

て将来高向な趣味に生きるやう指導される のであ

る。

持 K 訓練所の集合安に於ては、部屋の内部が毅

育効果に及ぼす影響の重大性陀鑑み、 「好い部屋

l'ておれば京及川、 人絡と高官' ，11，よ何j 操が培はれる」と

の理念 iてJIS き、 ヒット ラー青少年の根本精示1[1でーゐ

る全種主義視を充分嘘得 Ｉ Ｚ ｈｾ ＼Ｚ るや う色々 の工 夫 が

巡ぐらされてゐる。祭堂lτ，就ては、記念日などに

集って来Tニヒットラ ー青少年連が、静かに思想し

nil[ 1事に して j設問な誹訴を聴くのに過はし いやう附

素乍らも市1[ 1々 しい設 計 iて苦心が梯はれてゐる。指

導者宝には書棚も整へ、公坊が執行出来るやう便

利;iT ＼設計され且指ｩ［ｊ［ｾ者宗としての傘股が保＿これ

るやう筑が配ばられである。仕事場陀於げる作主

は飴暇の規則正しい利用方法として行はれるも の

であって、此彪で之迄tて隠れてゐ? こ彼等の創造的

能力が護見され、育成されて、将来の職誕生前 l乞

よき指針となる場合が少〈ないのである。

次ぎにヒタトラ ー青少年訓練所ーには必する運動場

が附腐し てゐ て、彼等の訓練並陀 厚生行事の宜施

に非常陀 立 ｾｗ ［ してゐる。 ー ヒッ ト ラ ｻ 総統は 、 Ｕ 出逸

青少年のまえ育に際し!j:!j l'L盟育を軍lill2して、背少年

の腫育徹底のn凡ゆる方策を笠施 してゐる が、 19

36年 12月 1 1=1の同法を以て感校及家庭以外I ' L 於け

る漏逸青少年の盟育並陀精iJil[ 1訓練は綿べて之を ヒ

ットラ ー青少年固に委せる ことに決定しにので 、

訓練所設置に際しでも特陀髄育地設が軍きをなす

ことになっ? このである。而して例へば、集否令? 宝をを
?  

四つ有してゐる程及度- の;

て陸上競技場、蹴球場、ヂヤンフz砂場、重量投げ

砂場、韓操場 ，水泳場並に射撃場等を? 粂ね備へて

おり この方面の施設と して は至れり量・せり のj伏態

である。

斯様な次tRで、今日組閣のs..W:全 世界を鴬かせ

る程の大活動をしてゐる澗逸青年は、決して偶然

の所産ではなく 、之等の埋 ましい明逸青年錬成の

温床 となっ? こヒット ラー背三か年訓練所ーを仔*' fIIlLf四

銭すれば、そ の構造 l乞於て叉設備に於で常l乙細心

の注意が扮はれ普き指導者の配置 と相f突って、彼

等を訓練する上iて如何に貢献 し?こ か Y 充分現ひ会JI

られるのである 。

5. ヒットラー青少年訓練所内の廊下

5 ，耳



4. ヒットラー青少年訓練所の祭堂

我国の青少年訓練所

僑て訴って、戟聞に於げる青少年日)1¥誠 所の現献

を顧るに、遺憾乍ら未1: 一貫 し? こ主義方針がなく

唯漫然と j折口名勝地やその他の地域にパラック造

りの/J、屋が建てられ? こり 、既千[.の Ili l! lil出始閣の屋敷

が輔刑されて〈青少年訓練所f ごとか共他類似の名

栴でー喚ばれてゐる に過ぎ ない;状態である。従って

密接上の諸問題に就ても、殆ど特別の・考慮が榔は

れてお ら今 、竿 ろ保健衛生問題は根本か ら淡却さ

れにやう な感じす ら受ける位に非衛生な訓練 所が

決して少〈 ないのである。

例へば宿泊りが設を有する訓練所の建築坪教は一

入賞り、 Ｐ Ｎ Ｔ 坪 乃 至 ＲＮＷ 坪の庭が多し之を納 ｩ ｜Ｑｾの

建築坪教が患者一入賞りに封し 8 坪前後を占めて

ゐる 事賓と較べ合せば、所日11訓練 所では如何に窮

聞な雑古寝が強 制されてゐるか想像 ｉ Ｇｌｾｾ <.な いの

である 。然かも一般 旋館[ では宿泊施設に腕1し色々

保憧 衛 生t の取締規則が目的行 されてゐるにも拘ら

今、多人教を宿泊 させる 青少年訓練所には何等宿

泊 ｶ｣ ｦＶｾｾ聯 し＿こ 衛生取締が適用されておらす ｜ 震に

{ 保米健衛生上上‘ 幾多のi紋決黒勲占が多々 認め. られるのであ

るム。青少年

ある限りL 、その他訓練所内の諸諸-施設が(保米健土上.怨心

すべきものであ る事は推して安狗知i日l るベしであつて、

3芋ドt灯ては芸議制宝は附K叫A将制献帆等制糾休司来恥4、、青少ギ矧訓練 所の建蹴設陀首 りh、或

はそのイ修疹理κ 際し て、 青少年の精前1
1的並肉謹的雨

方商の健やかな育成 を希ふ見地から 、是非共設計

上、 考 ｉＮｾＺして貰ひ ＿ こし 、 二 、 三の菌製 上の注意を巾

述べて各位の御参考に供 し?こ L、と思』、。

I X 6  

居率上留意すべき事項

; 先づMLーに訓練所の建設地主? 決定するに rO' ;つて

は陽官; りがよ〈風通しがよくて、土地の乾燥しに

場所 で、飲料K 趨する清水が塑'd? に得 られる場所・

を選定すべきである。風光 liJ j眉な場所 は元よ り結

構であるが 、 然し乍ら 前惑 の諸項 ｬ 乞首 ＱＦｾ らない場

所ならば1 r. 議な蕗には無理. して長!i らぬ方がよい。

向敷地内 l乞11
1

，米る 1: げ朕〈瞳育運動の施設を整へ

ることも必要であって、新しも一般競売支場が充分

l乞設備出来ぬ場合に は耕地 なり UI 林なりを保入れ

て之等を誼育的陀許可用する方法を考へることもよ

い。百" ひの場所として気持D よい芝生の緑地帯な

どを設けることも無意11朱ではなからう 。

三j ( ぎは建物 'J) 外槻は成るべく 奇を女子 ます、 11

1

，ｾＨ＠

る1: t1 } i i ] 悶の風景に調和させ、$ 純乍らも外部を

幾何畢的 K 整へて、正商前景の静けさ と建物杢韓

の統一感を示すや うにし、建物から受ける印象が

心持K 務若きを興へるやうに 工夫 してJ lひ? こい。

そして建物杢韓に質素淳朴乍らも 美術的要素を多

分に織込み、上品な趣味をふん1: んに探入れる こ

とは、青少年の情操 を培ょ、見地から絶却に必要で

あって 、之は滴逸に於げる場合と l'i J記長であるか ら

特にこ の黙に留意 して貫ひ? こいのである 。

夫れから宿泊施設を有する訓練 所に於ては少〈

とも 一人官; 七 五坪以上の建築坪教を有する位の

建物ｾｩ￭Ａｬり生活の喜悦を充分味はへ る 丈けの設備

を整へるや うにして欲しいものである。そして訓

即 ，- vc於げる衣食住の様式が彼等の生前の倒むと

なって 、繭後tて於げる彼等: の個々 の生前へその ま

〉採入れられる位の模範生前が行へるやうに仕組

a. デユツセルドルフに時るヒットラー膏少年訓練所



んでおかねばならない。

その駕 K は住み心持のよい建物を造ることが第

ーであって、部屋の明るさや換気に注意 し、常に

清潔が似てるやう、座: 撲の溜り易い場ーj貯を作ら十

掃除が し易いやうに工夫を探らして設計ーをする。

主な る部毘 として集合室や指導者室の形式に就て

はヒットラー青少年訓練iifr の策構へK 準じて遺る

とよい。 更に食堂や風日は，':{-I.来 るf ごけユツク リnn

取って且気持よく IlJi るい部屋 とするやう特に注意

する。[ i i '(l 、風呂場は気持よいも のである。経室陀

は出来れば寝蓋式を採用して、床上の塵壊が成る

べく寝具 lてか〉らないやうにする。寝蚕と嵯蓋の

間隔は出-j j ( るピけ離すやうにし、出来れば 二、三

尺位の間隔を2さげる。向寝具には白布石? 蔽ひ、出

来る Tごけ屡々之を洗濯して常に清潔な寝具 l乞就寝

させるやうにする。白不/i の洗濯は訓練生がやるか

ら簡翠 l乞然かも毅育的 l乞行ふことが出来る。清潔

な寝具を用ひ、j産事の nJ l隔を速さ' げる ことは 、結

接共他の体染病の停揺を: 01，ま防する ートJ て非常に役立

つのである。序で乍ら賄場、食堂等 lてスクリ ーン

を設備することも蝿共他容品類の出入を防ぎ、食

物を清潔 l乞保つJ 二lて必要であるから是非賀行して

貫ひ? こい。使jfr なども共同mの場合には兎角不潔

になり勝ちであるから、 ｈＱｾＨ る ｴｾ ｈＧ 明るい感じの

する爽々しい便所を作り、一寸汚ごせない位の美

しい庇にするのも 一案である。

ず; ] 祭堂や仕事場が必要 ならば現逸の伊I j l'C r放って

作るのも灯いが、夫以外t亡、陽首 bの好い肢ー聞を

作って訓練1]) 1徐II[支K 共慮で読書を柴しむ とか室内

遊戯K 興じるとか所謂健全慰紫 lて過す部屋を設り

ることも国i白し、。反安; j I ' L 、不服の傷h誌に備へて静

養室を設げ感J念用品を整へておく こともあながち

無駄で はなし、。不成の災耐に針する iJ 策としては

防火以外に地域K 依つては防風等にも留意する必

要があり得る Tごらう。

結 語

以上、青少年訓練 所の建設に首 り菌製上から留

意すべき諸鈷 l乞就て大nI 告を述べ? 二次第であるが、

要は、出? {(る ?ご け清潔にして且精神J 二lとも悪感化

を粛らさないやうなものを逃れば、夫で充分であ

って、我聞にも 一 日も早〈繍逸のやうに完備し ?こ

青少年訓練所の一貫 し?こ基準がt担或ある筋力、ら護

表されるやう希って己まない も然らさ' る限り、今

日のやうに種々雑多な青少年訓練所が族出してゐ

ては判]て訓練所iて於て青少年の健肢が蝕まれるや

うなことにならぬとも| 災らないのでゐる 。

最後 l乞、鍛錬生活を主とし? こ問外キヤンフ‘ 生前

を青少年訓練として行ふに際しでも、徒らに首L暴

な生活をすることが目的ではないから 、鍛錬の内

にも旧米る ｴｾ け 保 健衛生 ｬ 亡注立して、 ＱｌＧｦＧ営地の選

定を誤らす・防寒凶iゑI'L:長Iしては常に最善策を? とり

共他清潔整切を守って規律正しい起居を続けるこ

とは絶笠J I ' L 必要である 。

7  I X  



興 亜 拓 植 訓 練 道 場 の 建 築 に 就 て

京阪電餓枚方米口か ら南下する 交野電餓により

舎 さいち

七粁の軌道の終る 所l ' n 込司iが ある。此の絡lI li 騨か

ら左すれば盤舟尚道・でーあ り右して約二百米天( J }川

とJi¥回妙見山 の尾根と に固 まれに生駒山北麓地帯

約五千liif 歩が首道場の所在地である 。詳しく申 せ

ば北河内郡交野 ilii 私市である。こ の附近は大和建

間以降 、文化史上相官rll 粕ある地域であり天孫、降

臨に因む天盤舟並びに探flt nirl'nU: 、さで は百人一首

にも現はれる天の川、 大平記に歌われ る 「交!J[f の

泰の捜狩云々 」 の何に見える交野も叉此の附近に

あり 、古事停設に富 んfご地である 。敷地を縦貫し

では私市「ハイキン グコ { ス」が星回妙見山花建

してゐるのま、営所は必す・ し も山紫水明の地とか、

景観に慈まれてゐるわりではない。併し大大l阪市

の護展も容易にはその綱手を廷し得ない、 未亡古

代の蕪 も盟で道場の建設地として撰ばれ7このは詞

にその意を得? こるものと思ふ。

きて首道場の建設目的を謹ぶべき筋合ではない

が、一腹の説明石? 許§ せて貰へば茨城! 醗内原詳し

〈云へば東茨城郡下中妻 付小林の満蒙開拓義勇軍

訓練道場の説明に湖らねばならぬt . : らう。

該道場の建設に閥しては既に「最長建築」誌トーに

鮮かな紹介があ り 叉 ｩ 可 所監部訓練所 ｴ｣ｊｾｍ しでも建

築雑誌に 既に見え てゐるから 、 ぞれ以上の蛇足は

カ11へ7こくない。兎に角日文事鑓勃護以外4干i 1岡は高

度閤防閤家建設を 目詮し、: w: 亜共栄聞の指導閣家

として」億民の職域奉公、臣逝賞践を要請せられ

ゐる現献であるが、特に此の共栄閤 lて於る満蒙と

の紐帯はその最も密質なる可きであり、 満蒙開拓

は一日も忽せには出来ない。日開拓J多LI?: 百寓人の

計霊が樹立され ?こる 所以も亦此底 l亡存する。，¥30C

昭和七年満扮|事謎を契機と する開拓計霊は 日文事

盤 以来一段 と強化され満蒙義勇軍の使命は毎々重

大化じにわけである。首大阪市に於ても滅紛l移住

協合の愁憩陀本き大阪府下一闘に互に該道迫場の

強備司Ij練を行ふべき過賞なる施設を要望せられ、

寺島筆者は大阪市建築部第ー建築課Z股tw:畏

i x 8  

1t 
栄

治内 政

此躍に常道場建設の筑運が醸成 3 れにものと 聞き

及ぶ。

二本工事の建設は昭和十五年十一月起工 し門下兵

合の建設を ー.1.'iA完了し残工事の建設を，託いでゐる

ので未だ配置の問題にも多少研究の余地あり 、こ

の話は工事の cl1間被告の形式を採つにので、高t::

読 ｩ 切に徹 底ｾ 欠く所齢からぎる 事 ｾＱ 象め御ｾ 1) rf-l 

上 げてお く。

本来迅ー場建設の 円的が前述の如くであっ? こ から

私は早速内原の迫場を見墜し、そ の建設の精神を

可及的前月jする様希望も し亦要求され にわ けであ

っ? こ。八紘一宇の精神の穎現護揚は津々抗日 々に夜

徹しそのま東成の目的 l亡則り 道場の名を以っ て建て

られるものは無数l乞近い。日く・ー ー・・惟利1;草場;.... ..

喫 道 場 … 訓練 所 … イ彦養道場等夫 々建設の目標

l乞は意義あり、且叉敬虚なる要旨 i乞法いてゐるの

であるが、底 々厚生的の意味 しかな いも のにも道

場 と名付 げ てゐるものすらある。此空 ｾ［ｉ ＧｃＭ Ｍ Ｎ 々批判

の目を 向ける資格は私にはないのであって、今fA

K 求められにも のは内原道場の代名珂所前日輪兵

合を大阪にぜi る事であっ?こ。

この名 こそは嘗てノj 、設に迄描かれ一時人口 lと肺

炎しにものであるから今更費言を要せぬ。骨此の

形式陀附する来陪を述ぶるならば、渡溢抱一郎氏

なる義人、 i足当き辰興t亡霊Eされ、昭和十一年秋力|雌

完治氏の倒立せらるる 日本間民高等製校の職白 と

なり; 可年冬満沙H間儀河大和村氏少年肢を引率 して

共に赴き首時古賀直人氏の指導を受げ て此底 i亡日

輪兵舎の形を創案 し、十二年十月内原訓練道場の

設けらる〉や、f l } ぴ此鹿iて入 bて青少年一隣人牧

苓宿合の原型 としてこ の形を採 用す可 きZ拝堂決せ

られにものである。

共の形は外廓に於て日 輪を象って丸形とな し、

立 鵠的K は「 トーチヵ 」を按し、恰も蒙 ;fi tl づ;むの

バ ラ

「包J tc一脈相過す・るものがある。 考案者- は何れ

もれっ きとしに建築家陀は非争、先十紫人 lて近い



方々の官IJ 築であるから建築家を して批判せしなれ

ば積々の議論や余議もあらうと 思 はれる。

Ｍｲｾ が私が 内原に 赴ドて ｊ ｾ さ にその建ち振 ｾＧｈ ｴＧ 見

聞の上熱々感じ Tこ事は、此の単純素朴なる兵合が

多年出トはＡ長興の熱意と開拓魂の設露として ｪｾｾｕ ＷＧ ，' .1'， 

さ れ Ｗ こ司王 ｬ 亡 寓 ￟ｾｾ の倣 Ｑ 宣伝担げす・には居られない。

茨城燃の未開湾地銀砂fこる 未熟の平原氏鍬を入る

るや Ij' リ':!:J とは二高州、に余る練兵よみ} を椛しそれを jll j

続する必林の位 ｭ ｮ から里 ｾｩ 績として集る兵合の昨本

部食究袋詰堂、警備隊本部、農業倉町、糧 株 i，ji 、

Ai i i j炊事場、農産物力11工 場、1米哨合、音見る 丸 い

毘根 丸L Jわ首、?こま さか角型の建物も屋根 lて王っ

て亦メUC終る。日輸の象徴化も此嵐広王つては感

激にも近い何ものかを受けるのである 。 t!i J川の彼

プ7f t : : 一昨或ひは此 方に- -1t下i引く杉又はお: l i の闘錐

居形と 丸し、型 i白ーの背板貼或ひは荒木の肌、そ れぞ穿

が深 紘 の ｴｪｊ ｾ Ｚ Ｊ と ｾ ｦ＼ ｦｃ 水間 ｬ 亡和 映じ木魂 するノ ｾ＼Ａｬ 皮の

科、ラッパの汗、これこ そは唆勃?こる開拓魂の雌

叫であ り、イ公鮪には深耕J : f I 肥の珂念から悔れ /1' ，-9'

る自然 乃斜、了1: の芥1) ｾＮ［ ド 」、。この所 Ｑ ＱＺ fぎまれ培

はれて行〈 一首干fj 訟の背少年の生命躍動は一切 の

兵会主? 対1; 誌 の棋にゆさぶるのであらう。兵合にも

生命がある 。こうし?こ印象を私は }JII 波間の訓練所

iと於ても I" J 械に経験 しfこ事である。

f ごから科は 日輪兵合 l乞iお1する限り是以 k の批許

がま しい事は避け ? こいと 迄 思 ょ、。何と ならば説勇

軍の生命は 日輪兵舎の生命であるから ピ。そ して

建築が如何 lて平純素朴な定相から生れるとも現質

にその事業の精iJif l1の精髄を把へ、そのi i " ' i _ i ! i JJ e 紫 桁

l乞合致し?二時は、 その形が如何lてtn三:者の建築家

亡不合到! と見えても、向且それが如何K 非々と人

!日の生命 l亡慣れ るも のであるかを痛感し? ご: ? i ーは恐

らく私f ごけであっ Tこらう か。

Tごから 12; 道場の建設に首るや、この内原の珠備

訓練を本来の目 主主とな す事に定まち、符; 合は 日輪

兵舎を探川す可〈要望され＿二時、私は ｾ ￝ｩｬ かの疑念

を超越し、 一切の科層的即物1'1ーを有ll .il5t して共の;! Ib

ｾ採用する事に賛意し＿このであっ＿ こ。

更に日輪兵合建設 IC就いて附言 を許きれるなら

ばも初H1: 内原の荒地を開設 して同所を建設する IC

際し地域 一 都に族生する松 、 ｾ長ひは杉を 伐係しむ

もに是を建築材料となし更に建設 lセは摂糸指金を

。: 川せす. ' J l 一切専門家の予を矧は さ子会こr . 釈を紫

人の訓練生によって完成せしむる最簡易の宿舎と

して 、 こ の形成越を 、 ＺｦＧｩｾん Ｍｲｾ所 に大なる意義があ

ると 思 ふ。

兵令は巨額五11[1 として 1・{l 依 建坪 28 ，81 .J: :; ドを茶準

とする 、然 もこの 丸形が気象災訴にますし内地に於

る年ーも泊肱し fこJ]ヲ嘘と なす所K 狙があっ?こ事は、

ili 築構造 卜. からもヲ七分正鵠を得?こ りと云ふ可〈、

兵合の出11[( は是lてより て更にーふとと 組 合'1'1二を嵩め

られ仁川 以でもあ り、且叉そ の例案の真剣さをも

どさ ?，l lせられるであ ら う。

fi¥J 此 の兵合は車fIl 11f>的 tて逐年改良を加へられ、ノl、

生の凡聞し? こる範問 に於ても改良五 期 を閲し仁左

誌はれ る。乃ち Ａ ｮ 一期は ｱｾ 心柱付、 藁尾 根 三 戸型

に始まり故後にはふ11 心粧を符き jI，j ，己、聞に配列され

? こる内外二関同1 1 ¥11亡* を架 し?こ るこ戸型 左な して

ゐる。 A; も牧容人白はー兵 合50人としてー・小除を

形成するわけであ る。

克陀この形態に於て真岡 円を殻都さ れ? こるもの

は食堂1 f t 講堂であっ て是は径80尺ノ大型兵舎 と思

へば宜vjkい、イL ! . しこの建物は目下は食堂のみに専

川され で居 る様であ り、 市lj 負 狛工 と聞い仁、要す

るに臼輸の形象イとから生れTこ日輪兵合が建設に際

し最も自然原始的且つ離がf的 lて然も短期間に行は

れfこ所 lてその生命特質があると云はねば な らぬ 0

・尤も瓦怖の幹部訓練所に於ては その設計者 の 設

1  i)j .7) ill! 1) ，建築家と して の立場から 、この丸型形

式 l亡依り自然護生的に建築する 事 lモ賛せ子、機能

J ての見地か ら}jlj 例の 「テ ーマ」を 以て設 計を極め

られてゐ る。 是亦おも至極の意 見で あ り、内原の

それとは自 ら施設f11j浩の異 る可き は蛍然 と思」、。

兎 11 : 角私は日輪兵合の形をその依宮大阪のよ也K 移

相する 要 望 lて賛i口i しに以上、 全 〈私の意相を白紙

lて民 し宥この兵舎 の「テ ーマ J ｾｈ ｜ Ｊ Ｍｲ ごり 全 建物

の韓系の ｾ Ｑ Ｑ ＱＧｌ生かす事に努めねばならな い。所が

一歩退い て冷静に考へると世道場は色々な黙で内

原 とは大い fc 7Vd'l てを異 tとす る事 Il : 気がつ い? こそこ

に設計上幾多の陣時が起っ てう艇にのである。乃ち

先する地勢J ての獄ではーは平坦地であり、他は起伏

多き 山間地帯であるが故lて建物の組系には自ら懸

隔 がiE る筈: であ る。

f l前・7; - は既に阪地 lて於て芭 t l て利月 j 可能な建築

9  I X  



材料の族生せるに劉し是は用ゆべき池話なる 材料

夏K 無 〈漸〈燃料に供する程度の税木ある l乞過ぎ

ぬ。そ れから短期訓練 で長くとも二週間]φ 短時日

を以てして は到底内原に於る如き相官期間に亙る

訓練生に建設を委ね、 土木建築訓練の一助とする

如き 事は望ま るべ くもない。更κ 此の建設は首然

巧遅よ り拙速を傘ぶとあれば如何にするも専門の

施工者に建設を委ねるに加かす町、或ひは直営の方

法を採るも現よl J くは是を不L可能にするであらう。

以上の諸理由から省道場の建設陀は砂からぬtii lJ

約 を受付折角内! 原現地で受 v Hこ熱意も充分現的な

る計霊に護展させる事を困難ならしむる事情にあ

った。 7ごが如何にみら うとも 全建物の盟系配列の

整備はその根幹であって飽迄嘗道場の訓練計霊K

最も適合するものなるを要する。

首選場目下の訓練計輩に闘しでは他の誼任者の

説明があると思ふが、首初K 於ては飽迄内原の7象

備訓練 を目標にし7このであ るからー! 臨該道場の訓

練要旨を述べて見る。その要旨は青少年の皇閤精

榊を鍛錬阿治し質賃剛健の気風を作興し以て渡t前

後浦決|建国の大業主? 翼賛し来洋平手nM，;保0) 礎石? こ

らしめんとするにある。叉義勇軍綱領に我等義勇

軍は天組の宏漢を奉じｻ ＮＧ をーにして迫逃し身ｾ満

洲建閣の聖業に捧げ 耐 ｉ ｾｩ 切に誓って 天皇陛下の大

御心 に副ひ奉らんことを期すと記され? こ。

更に訓練方針としては「 日本精耐11
1顛現開拓魂の

漏養に努め喜んで却J努 i乞服する」 の心性を増芸す

るこ と、、困苦(lf，i t乏に耐え具れる気候風土民2せする

身髄の抗堪力を養成する こと、亀: 長の美風を助長

し一致圏結、親手11互譲の徳d生を浦義する事を規定

してゐ る。

内原道場の訓練期間は凡そ二ヶ月ml、修了後直

ちに渡満現地訓練所IC入所此庭で約 3 年間現地訓

練 を受りて始めて立沃な開拓民の山竪となるので

ある 。以上の訓練方針にもある如く、訓練は当握手|ー

と賃科 とを並び修める こと、乃ち知行合ーを理念

とし、 就中核'練〈一般各線、陣中勤務、行革等) 武

道( 直心影流法定の型及剣道、柔道〉韓操〈日本・誼

操駈走等) 作業( 開墾、一般農事、土木建築、高産

等) の如 寺、賃科はその最も尊重する所である。

私は今除りにも内原道場の紹介従到し結古 lと過

ぎに様で あるが、そ れは吉台局古道場訓練il- I撃に相

I X  1 0  

j旦じ建設の定: 闘を規定する事 lて蹄着する主 恩ふか

らである。さて私の聞及ぶ所 では首道場の訓練計

霊は 現在比於ては必す ・し も粍始内原の Ｑｾｾ イ ＱＱｩ 百｝Ｑ Ｑ 練と

限定せする専らその理念精耐11の本質を飽〈迄蛮現す

る事K 努めると共 l乞大阪府の地域的特質を此の道

場 11 : 反映せしめて充分なる訓練効果を7 J l fす事を要

請されてゐる才;財ご。

その意岡が単なる精市11唯養道場にmするとか若

〈は単なる厚生施設ど成 Ｙｾ をふるに於ては道場苗

初の理念 e nill lj股l主を盃曲する事になら う。まし私

一個の意見金介入する事は許 されないが、F主|防岡

家建設を企図する我守i 1 ' 閣は閤土計霊の見地よりす

るも都市と農村との謹wえなる配分は一刻も忽に 出

来ない。犯してや満象開拓民f こる可き資待者は l

人でも多〈是をさを閤より募るべきは人的資源の配

分 ｉ ｾ Ｎ 喫緊の急Ｚ務である。

一方大阪府下の如き閥工!際l乞於ては他迄農村に

主lする理解を嵩め以て農村 と都市との分般的傾向

を矯成する陀おlかす' 。ぞれ l乞は原案通 hの内原式

訓練方針がその精前1111乞於て、贈叉理念右手通じ最も

受賞的方策? こるを疑はぬ。単なる精品11
1的錬成道場

としては是を現存の他のもの lて迭を譲り 、省道場

は興EE拓植訓練道場の名に背かね他の追随を許 さ

ぬ。特質主: ， J U、可きである。首道場の訓練計霊の

要旨既1乞存すと! I1J も建設の計壷未7ご; 全半 lてあり折

角そ の訓練の本旨がおl上の私 見K 副ふ事を得ば私

の三和である。

計整IC就て

施設建物の主なるものは

中桓建物 語111壮大講堂本部

訓練宿舎 日輪兵合( 10棟〉便所、浴合、炊事合

J il Li先場、場: E尊公合、l隊員宿舎、従業

日宿合

農場関係建初 役牛合、J l 家鶏合、飼料肥料合、

農事倉] ! : J i、推既肥合、飼料調理会、

肥; 旬、乳牛合

その他建物 門衛所、盤井ポンフソj 、屋、闘旗掲

揚塔さ35

現在完成を見? ニるは兵合、便所、浴合. 炊事会

倉庫であって 、既1 ' [ 事業は開始され、残部応設は

ｾｾ Ｚ蟻青 ｼ 霊 中であるが、事業開始之，Ｍ迫を告げ＿ こ 駕 ｬ 亡

綜合的計霊間立に完きを期せられ今、亦今日名笑



ゐるも 11主日J.I' f 現するには現有の作業に仲間と なる

等院ならぬ次7f である。併しーj庄三 lJ lj の 大 安 を述

べて見る。

全土也静整地 可及的目¥J 也JI Hd米イIょする :'}l: 1ζ 計め

日然の起伏 ｉ Ｇｌ ｊ ｉ 目ひｾ物 をよ ｉ ｣ ｬｬｭｾｻ して配世する Ｑ Ｚ Ｑ

然 の長; 仰を' f i : ｾ、 Ａ ｊＭ［Ｚ は岱Ｎ￬ｩＺｩ弘 ー の使命 ｬ モ作る も のであ

る、然もこの間建物の配列'陸oi111て1;沈て可成{ t . f 111.f 1
'
.J

と思つにも のは内 原が iJ)( 111浴 場の それで あ るが、

赴叉 Ｎｉ ｆＧ Ｎｴｲ Ａ 地 Ｑ ＱＺ ＱＮ ｊ する計 ［Ｑｅ であり 、 ｜ ｾｦ ［ｪ 貯 の ｾｲｲ き ｕｉＱ Ｑｉ Ｑ

j 也被l亡於て はfi U¥迄現地 Ic Jll J しに lJIH11，j の叩むを裂

するわけだある。

ね ￯ｬｩ 騨より場 Ｑ～ ｊＡ ＱＺ至る がＮｪＧド粁 の 道路 Ｑｾｉ .. iL 1  ｾ＠ 5米

l亡蹄築し、延ひて天の川に匁橋じ、艇で道場の 門

街 ｪｩｦｕ て ｩ 主ずる の である が 、 この架摘は入場 ［ｸＧＨ て ｾＱｾ

1  印象を興へ、 ｗｉｉ 練 ｝ Ｉ￨ｫｾ 立を 求むべき 帰Ｏ，ｩｊ Ｂｊ である

から 、JI手の上 か ら相岱の芯泡! を要す るであらう。

兵 舎 前 述。η 如I <  ｾ Ｕｮ｜Ｑ 述内 ＧＮ ＲＸＮＸＱ よＧド ｬ 制 、「形二 府

Ａと ｊｉ ミ ｊ ぷを ＿ とるも の とし、ネ ｩ の如く折合をｾ _:. i : なる 11

的とする と 同 時に 、 三Ａ立Ｍの食事 並 Ｑ ＱＺ ｾｬｩ 苦 Ｚ の おには

その中Ｈｦｬ ｉｊ ｉＲ 本 の 抗告＿ 続 る削 Ｉ ， ｬ［ｊｉ 亡泊ひ似品 ｾ・ ＷＩ 机を設

げてそ の川 IC1Aす る、中心lとは周熔松¥{ ! : >設け て保

股陀資する。さて比の川 Jf itn{機能fl"J1亡色 々 論 議せ

られ ゃ う とも世主巧 ー の ＱＳＺ 見として は 、 Ｇｾ ｾ［ j 自で行」、

;i)1臓 病 合 l乙HMする I災1) 1'[ 於 で絶好; ーー同協l，iJ と云 」、

集闘の営みをＮｊ［ｊ 、 ても Ｑ 似的なる開 ｊ 石 ｘＡｾ 芯 Ｉｊ を養成す

るのが門的である。さればｬ［ｾＱｊ Ｇ 仰 Ｑ 人 一 Ｎｭ ， ｉ ｊＮＩ ｗ ｩ 相 思

［ＫｾＱ ＱＺ ＱＧ 更するが如 き必 要は止の場介 ｬ 亡は起ら ない。

ｅｩ Ｑ ｲＮＺｾ開妬 の 円棋既 ｬ てＺど まれば 、興へられ ｦ こる 課 題

はｾ t集 l舗による賀践身':¥uあるのみとの二}5へl亡撮る

も の と併 する 。勿論内 ｅｦ 兵 合 の 原 型の ｾｮ き はその

ｊｻｉｊ る ｽｉ｛Ａ，念 ｬ て 於ても 杢 躍的楠 ｩｮ ｬｌ就て も ［ ｪ ｊ ｾ Ｑｌ士宮 ｅ ぷ可

きも 屋 根 ｬ ま認又は杉 ｬ 足元外肢は松背紋貼内ｾ［ｬは 改

良 後のものでも「ベ ニヤ 板」 貼であり、大器災民

家の最も組t : 1fi なる椛迭とムー」、可 t 夏季は半うじて

耐Hゆべちら冬期に於け る引内の窓冷は虫11何 。 そ れ

は元 主 Ｚ｜Ｑ氏 Ａ ＡＺ ｉ ｝ Ｎｦ￬ ｪ 笠 ｬ て［燃ゆる 青少年とＮＡｬ ｬｾ も Ｒ ヶ月にあ

る起民は可成の苦痛であるね七、 J うも外f Hd散す

ｊｉ 戎 風は ｬ ｲｊ の 波多 ｾｾｗＱ す可〈もない呼吸部州の資

生可成 多し と ＱＱＸｾ 、 ｦ こ 事である 。

流し一大mu; 心 の 前 fC ｬ Ｎｩ ｾｾｾｩ 令色州 ＱＱ ｩｬＡも何者 ー ぞと

の前1: 1的巧へ );vc. 閃るのであらうか、又 容へ 然 る や

るも ｦｩｬｊ ［［Ｎ ｮ ｄ 建 設 にその完 鋭を望 む 事は Ｑ Ａｬ ｾｽｱＡ｟と云 は

ねばなるま L 、。向記長併をナW(z 1011: 一 言す れ ば、 此

の杉式 の兵合 は決 し て 浦裁のl長野 Ic 於 る 開 拓 民 兵

令として趨合せしめ 7こるも のでは組釘に赴無 し

l̂ jJ血の如き 気候 割 合! と出i暖なるf地 方 に 於 てiiJ ll 練|二

il正j也と巧へ得ら れ? こる限度の ものなる 事 で ある。

的て科は兵令のiJ ;fJ s;! は勿論等霊す可きも絶えす'

ｻＡｾ柿 ｬ 亡先 月 を要し 、 数年にして使 川 氏 耐えまる松

広ーの ものは到底建て られない lfJ..，亡如 |ての精前11力を

以て 似イ住 衛生的施設の ｾｩｊ ｾＱｗ Ｑ を むい、汚へは科 Ｑ ＱＺは沼、

びな し、。ある程度の 1'*イ仕1;1，を? 附興せしむ る必要を

感じ 構造 ， Ｑ Ｍ ＮＱとは ｾｧｮ か乎を力 ＱＱ へ 、 ｬ内有外壁の貼方も ｢ｬ 同日司]  

-

|ド(δれしい、t_:ご二、 厚犀Ｎ 根 も 〉木Ｋ本〈 止Ｔ叫端ぷ品 Ｑ計 ｩ 板貼 の ｊ上て ｴ陀亡柿板 Ｑゴ必 ｩ ｾ ｩ王 一ｪ主 ｩド［となし ｦ仁こ カが :  

ｩ似が汰，をを＿ヱ云三ミＭへばイ今ト少し ｭ而耐 ｈ 久刊 Ｎの 材材 Ｍ ｾ料 Ｚア斗 ｈ を＿望 ｴな ｦ もので ､あ ｢ る

杭 Ａはま掘ユ 主立〉工Ｚで は 悶るので土 全告管ｾ ［ｾを ｦ 柱首りｉＧｌ亡 ｉ坦担 Ｑ型Ａ込み柱差

込 ｊみ芦ｾ｟，Ｈ防 ｪ庁 Ｇｪ ｊ ，弘術込，ｾＩ 内 ｪ 主主の ｊ 二 モルタル ｾｈ 込 とし ｦ こ。叉形の上

では背板貼を以て国 Ｑ 診を長ｾ 1) H¥す事は可成困難で

ある し、組 、じて方 形 の 木造 Ｑ ＧｌＧｦ ｦ Ｍｴ れ ｦ こ ニ ヂ ｾＮｬｊＩ 、て慣れ

ぬ)1予を浩って行く 事 は 施 工者1亡輩、Iし並ならぬ苦好

ぞｽｾり ｦ こと思われる。結局此 の 如き異型建物は、

せめ て内原の 如 〈大量生産でもなけねば算盤に介

はなし、。施主側も橡惣外物入りとなっ fこ事は己む

作ない左思 t、。

浴 舎 便 所 何 れ も 兵 合 Ic 1放ひ丸型でみつて 、こ

の 間 .J ) 建 物 は川j全 1，. からも 丸型 は 必す・しも不合理

とは思はない。友 Ｑ Ｇｪ ￭ｬｾｋ､ ，Ｚ｛￭Ｇ， ｩ Ｉｬ Ｑ 練所の浴宗は ＱｴＱｌよく

川 Ｎ， Ｑ［ＺＺて居＿ニキ ｾ ｾｉ て 思 」 、。

炊 事 会、物む是 は 川 ｪ 全ト ｾｫｊｉ 予は不便であるか

ら方形とし Tこ。燃料は匁j論説茨であるから誼が必

姿 で ある。凡て牧容人日は訓練生300人 、 指導 者-

を介 して 400人 の食事に泊営なる設備を? 要する。

木 造 千屋 建35.t"1寸 占 め る 。

本部 赴{ ま也・道場管J ! j ! ，川建物で あっ て、 一部に

術生' f . 並に柄芭安を設り建主1 ' .40主|二後で司ある 。

場長公会! 倣口. f r i令 等 ; 指埠-;K' のfri 舎は成可〈 ー

ケ所K 集める方が宜致い

神社 え ー は ｦ 王朝夕刊Ａ奔すべき将域であって 、 Ｇ ｉｾ ［

迫- 場の rl" 核 lと位 置せばねならぬが、首所の如き 山

川 ｊｲｧｾｩｾ で山 の足 棋が 三 Ｉ坊も場 内 ｬ 乞延 び込んで居る

f.tそ の位置は飴科考践を 要 す る。

相手 ｦｾ おが設けらられる際 ｬ 亡は必 十 ｾ ｩｬｬ ｬ 枇 ￨ ￭ ｪＩ ｾ ｾＡ 奔場

Ｓ づ Ａ ｉ ［ ぶｉｪ Ｇ 心 ＪＩｪｾ は ［Ａｉｉ ｉ 抑止 を 透して伊勢 ｩｊ ￬ｴ ｛ｉＧＺＺ ｦ 並 ひずに宵城
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に向って居るのが普通である。神社は伊勢の大怖

を奉戴し、唯一利l明迭を摸しに形をとる事にし? こ

園旗揚揚柱 練兵場は蛍道場の中枢施設に 入る

可き事は前述の通りであるが、屡々鵡奔i易ーぞうiiHFJ

とする事もあり、然る時は此の種漉設も亦練兵士若

の一角、出来得れば柏々商事に設〈べきであらう

是等の配置は只今研究中である。

講堂 精神道場- c あり屡々武道場ともなる前同

様' M' 道場の中植 f ロック I' C 入るべき建物であって

様式の如何なるものにもあれ外延斐展的崇高J惑を

伴ふ如き形式を採るべきであらう 0 ・郁二階を設

りて農事参考館に充てる積り である延 IS0 T1- 飴首

初室内には一切 支 柱 ?必け f こいと希望し? こが強算

の都合上己なを得す・中間支柱 を取って構造を柴に

しに。 屋根は瓦五を採閉 して耐久性を附興しその

片隅高〈鼓懐石? 設ける積りである。

附帯工事 その最も重要なるは給水である。最

初天の 川よ り揚水する 築を立て ?こが、水量の哨減

、品

， ，ι  

I X  1 2  

は日常の不案を惹起するので掘井ｾ求める事とし

に。揚水量一議夜180石。短期訓練と! i l j t も上水の

有無は大いに志筑K 闘するので、 此の如き 施設は

何はさでi昔き最初に岩手すべき工事である 。然る

に着工首初は ｾ 盟系の建物配置未決定のものもあ

め、従って給水i ! . t l佼置の確定もその鴛に遅延し、

配水設備も向工事中途と云五、現i伏は困り者である

吏 t亡設計者ーとして悩まされてゐるのは浴室の給

湯設備であって、資材難の篤め釜の調達朗る遅延

し目下漸く敷設の途K 着い? こ有議である。

以上 ｾｾｴ 然と取り留もない説明で紙商を汚し＿こが

此鹿に事業計撃に防lし、内原道場の監部諸賢の御

指 ［ 予と現地の宜地主 Ｑ Ｍ 霊 ｬ て営って多大の御援日 ｾｊｾ 賜

つ? こ京阪電餓並に本i1 i 土木部洞川謀及び測量係の

諸士に深 き感謝 を捧げ、向今後倍程の御援助を懇

う次第であって、最後 lて兵舎建設 l乞並ならぬ努力

を以てその功を全 うしに、施工者lて謝意を哀し fこ

し、。
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仰道 場 建 所築 威

日 本 精 刺1 的 建 築 構 園

筆者は今建築準的菜ー描K よって惟)l iJ [1道場の紹介

をせんとするものであるから、! ? 司より話題を匙築

に限定するであらう。

一外同人の建築批評を以て何ち絶創的な指標と

せねばならぬ程、日本自髄の有つ建築批評 ｦｬｲｾ の過

少評慣をする積りはないが「五十年前K 欧革法巴人

が日本陀来て、日光こそ日本に於ける最も f賃値あ

る建築物であると言へば我々日本人 もまにきう f ご

と 言ょ 、 し、昭和 Ｑ Ｘ 年 日 月 ［ ｾｾＡ，ｩｽ ｬ し ｦ こブル ーノー・タ

ウ ト は 、 伊勢 ｊ ｬ ｦｬＡ ｊＧｴ ｾ￧ と柱柑 ｉ ｉ ｛ ｉｉ ｾ こそ 、 最も貴重な建築

であると言へば、我々もまにそう で と忠ふのであ

守

る」 と美事なる ;東洋的皮肉を披露されfこ、 来 洋

建築の樺) s . 者伊jf' t 忠、太! 議士ならす・e  t ， 日本 人 は

もっ とヘJ 自 らのものに見識を有って良い筈でゐ

る。併 し見識と繍善明断 とを混同 しではならぬ。

濁りよがりに陥入らな いが主主めには常に前f J Rを聞

くこと が大事である。

彼 が主張する地り桂島jr;与- ゃ、共の仙径代の量居

古殿等がその中に数へられるであらう。叉大化改

新，の後、 天皇の御勅誌を以て、 ifi l]l 孟化 さ れTこ式

年並 Ａｴ 称 ｈ ｊｬｊになる 。 市 Ｇ ｦ ｦＧ ｴＧＭ ｾￇ ｾ Ｚ主築を忽緒 ｶ｣ ｦＡ ｦｬ する こ とは

11I 弔k lJ い。泣し)lj ;[ I';."" fi l1i vc建 築 M 吟 、 眺 めても

凶謹との結びつきが探< ! : 書せ' られるからである。

ヨー ロツパの訂版をみて感十る こ とは、 1下訂:

と、げ庶f乱i民己生主が荊r可i との距均句'nf::略?が平存Fし〈強f羽if，測i司qされてゐる o

ｊ桂 ｬ 羽稚ｴＮＢ，ｉ冶官 ･台官主ｾＮによつて ｊ不 Ｗヌ ｴ されるが虫拠如 ｉ日 ｉ <く、 ｾｉｾ ，Ｎ足建築の多〈

が、一般住宅陀比して、 7r:: < 簡素である。

Ａ持 ｴ て ｉＢｸｩ 韓国 Ｑ 念の淵幼 ［ｩ をなす 、話 ｉｉ ｉ Ｇｪｬ Ｚ Ｇ ，Ｎ の建築秘 式ｾ

巧へるとき 、あ るi) とどがJ なものを' ? TIJ [ ; C することが

!-I¥'>{ ( るよ うな試がする。還朴とし 、ふ言葉がめるが

民自問 lて還らむがfこめには時々人nn陀還朴の努力

が迫進されねばならぬ。 これ は生斑的生命髄につ

いても 、 ｬｾ 史的生命溜に就て も 、 ｬ 司桜花安 ＲＲ［ する

こと である。 ｪｾ 朴 ｾＹ 、 ＱＱ らぬ文化は恕 ｾｮ 説的進化を約

束する i塁朴ぞ知らぬ生四器は必朽l必減を速からし

禿 筆 生

める q

日本建築が問題になるとき、 niJ flii同: 建築は先づ第

一帯に 引合ひ I' C I:Hされる。

剃lni J : 建築が必す・しも同一級式を踏襲 してゐると

は三ひ難いぷしかし、耐1[1枇の描 き出ナ日本的な雰

国系はその内容的な聯想か らのみ来るもの ではな

くして、特にその市上殿構造に現はれ?ニ ム，園家イ事

統乃至躍 りi 停統より受ける感受の もち出す投影的

なものに侠つ所が大き い。

若 し日本の国土K 於て文化が中断き れなければ

ならぬ異民族:j打互聞の政治侵略がなされにのであ

るなら tf 、建築に於ても、歴史体統を破壊されそ

こに急. 激な強化を質寸こと κ よって、日本的風格

の形成が阻害されて居fこ筈である。

大量1:H! l や、唯一榊i別法が、連 綿?こる 皇統 の輝き

を思はしめる如 〈な長年月に亘る停統をEをしてゐ

る所に、 云」、に云はれぬ奥ゆかしさを畳える。 こ

の耐遣に現はれ ｦ こる ｾｮ 注は平 入りで ある ｫ 妻 入り

であるとの他K 1aJ*'IH部 lて瓦れば相官なものがある

けれどもそれは或は巷間云はれる如 〈出雲文化左

大手11文化 との相在 fZ: FII 米ずるものかも知れぬ。唯

このTこめに、 H12芸大;'1止に請で f二時 C ｩｬｪ ｬｦ ｬＧ ＲｾＱ 乞額づ〈

時との感' 見tてことさら異質的なものを覚える こと

のな いこと丈 は確かである 。

この二大源流によって分fこれfこij iJ [l jl注は時代的建

化を若干づ〉摺合することによって幾多の様式を

生み同し fこのであるが、大韓 l乞於て民族的風土的

問有 のにほひ ｾ￬ 泊して了ふ程の大鐘化があっ ＿二 課

のものではない。併し何と玉- つ でも 素木造直線式

のものにより多くの 日本的ゆか しさを感じない語

K はゆかない。天武の』測に仰出 され持統の御代に

先つ' 貰現されTこ式年迭替 ;jil ]VC よって、今日依然? こ

る首時の" 佐一榊 lリ1迭を拝視する ことの出来る利I宮

御j社殿こそは正しく悶鵠的構;旬、の代表な長象と見

倣す こと が I+'. 来るのではあるま いか。

1 3 1 x  



これ許りは幾J - i t かの悟史伝附 fCおり るひfこむき

なる外国技倣の偏向にも 微動t.: v亡き也 られること

な〈今日比至って ゐる。

天武天皇によって企劃され? こ ii i ｾＡｉＡ 編 纂がＩ ｬＺＪＺ，ｍＺ

法紹述閤髄L i f J徴の意闘の下 lL なされf このであ るが

時を同じうして悶額され? こ控築 上 の楠岡が又正に

か うし? こ深遠なる動機を前提とせるも のであるこ

U c 思ひ到らさずるを得ない。

惟神 道場はかう し Ｗ こ 建築ＮＰｬＡＮ念 の 村 ｾｉ［Ｇｾ ｉ を前蛇せす

してその努囲気を描 き出すことは川米ぬ。

「朝日米向閥、夕日夜向凶、浪音不聞凶、風?12

4三間刷、弓矢柄首ニ不間同、打摩佼志賀留閥、政

il :ミ七似国之吉凶、刷1)氏伊勢岡之、百体' : i t f1"収:之

折久 志日五 十鈴 Ｇｾ￧ｊ

l亡鎮 まり定まり給ょ、として、 待VJ 長! 主ありし、天JH1

大 ￬ ， ｩｱｬ の都である、この前 ｉ ｉ ｾￚｾｪ ，ｩｊ ｬ 市 ｾｉｉ 乞 入 ｢ てこれ は と

Ｑｉ Ｑｾ＠ { t > みはるものは御j前肢を除きて、先つ' 併I，illl 道 場

を措いて他にあるまい。日本料 ｩｩ ｬ ， ｩ ｬｪ ｲ を立韓的 ｴ Ｚ ｉ ，ｾ闘に

し? こようなそ の結織に一驚を喫する詩である。西

洋流陀二十世紀等と呼ばれることもあるこ の時 代

にこんなものがよく出来? こも のt.: e 思はれ る。

9 棟から成る併話111道 場の建築は線、じて素本)1!lJ

の樋木の杏もゆかしきものであるが、 一際著るし

く中天K そり立つ視のある透奔殿の見事さ。

入母屋鍍付i十台皮道AOT['- 11 、外11党批殿風、 内部 拭

板張り、妻入りになってゐる。

唯一利1明浩ち が平入 りであるところ から、特陀

示 ｬＡＡ 部地 方 ｋ 於て ｝ ｉｾＧ 入りの ｬ ｬＡＺ ｾ ｾは古来一般 ｶ｣ ［ￆ泌さ

れて殆ど妻入り式になってゐる。 njt - - l，i1111リ1巡りよ

りも、更に年代的には古き沼1手伝有っと云はれる

出雲大祉の枇殿によって代表 される大ii U: 造りは安

入りであるが、その地方の一般の家の様式は何う

であらう か。活ー奔殿の内部は大メL柱と 格天井 との

調和主づえめで鎌倉時代の家健な る1回想、の工Jとと芯:

識 鍛練とを目指し? こi設計者特別の趣向を意味する

ものであらうか。 ni l : 、こ の活ー奔殿の建築特長? こる

入母屋造があの i，il lll¥凡造や大 ijtl :llivc似てゐる 等とは

う、そにも 云へない のであるが、 日本的楠恕の中lて

自らにして誘 導 される象形上の必j 巣は全〈相類し

Tこも のがあると去って差文へないであらう。こ の

入母屋迭は平安朝の官阪迎築 l亡多 ¥i  li ひられて ゐ

る。営時の枇殿建築にこの官殴式入砂時逃が保 i lj

.x 1 4  

されて 今日 J，ill llIU: 到撲の. -.様式をなすに壬つ1この

で ある 。 ｾＺ ＺＺｗｬｻ ｪ ， ｩ ｬｬｬＧＺＺ パ コ 、 ごっ ｊｦｅＢ 1  ;，ill l]，1I:はそ の代 7ぷ的な

ものである。

この活奔殿によって抱えられる虫11 < に . 大 ・小

｡ Ｍ ｬｾ［ ｾ Ｚ 主 食堂 とが配置されてゐる。

木造切妻四方庇スレ ート 立69主1'- 24の大講堂は-' 1ζ

安 Ａｾｊ ｉ の 添囲 気を紐 〈諜はせてゐるが 、 透奔殿の描

<  Ｏ［ｾＧｩＺｻｶ｣ 較妙 な るをき 化を 取合せてしかもその同 ｬ 些

かも取ってつげ ? こよう な嫌味を感ぜしめな い。吉

野前材は透奔殿の尾器材棋の脊系的特徴を有? こな

い 素 木八 足の平 机 ＵＰ Ｉ 仰 が ｩＱｾ 敢に映 え て白衣 の 修養

討を Jl鈴惣せしめえも云はれぬ: 決着{ t > みせてゐる。

木造切要四方 ｽ￙ｾ スレ ート 立 ＴＹ 州 、 ＲＹ の ノ ｪ 、講 堂は 、

大 ｉｔｉＧ ｉ［Ｇ をに反して、組拭板 ｾｫ り ｉｃｴ 有子 ［ 及 ｬ Ｚｩ を配世し

てゐる。遮光ｾ ・映 潟幕の ｩ設備を有つ。

小 講堂の奥には引に、隙列 ｪ 努を附［没する。水土ｾ［Ｇ

切 妻匹 ｬ 方庇スレート 引 Ｚ Ｑ Ｘ ｊ［＼ｪ ＧＭ ＴＸ にして、然様 ｊｾ 、 ｪ ｬｩ ｬＺ

限模型等を牧離する。

: ; +: 法入ーはー屋、鍍i. J スレー i 玩90t'l' .38 7 ) 食堂は拭

板張 、 偽 天井 であり 、佐 川 悶肢を ｪｾ ｪ 立 する。その

附下は地下廻反1; {t>証Ii すと J Uて炊事場を附設してゐ

るの

よ認 ): 1糾 i' (立木造切去・スレ { ト 立 13坪 41 の戸内式と

拙 二 流、石 ｴｎ Ｍ Ｎ ｭｾ ｾ 敷込みの戸外式とを設げ ｔ ゐ

る。

抗 Ｇ ￎ 合は 二 ｴｾｮ ｬ ｪ 志ー さ れ 、 本ｩＱＡ ｽｌ ｪ Ｍ ｻｾ ｲｾ 一同Ｚに 、 ＷＴ ｊ ド

65平日強 l亡して第二隙は 122主1'- 69二附迎 、l羽隙イ?

して京 Ｑ ｬ｜ ＱＳ ｾＢｾ ＵＲ ・ Ｔ そ 、 Ｖ ｽ Ｚｾ Ｒ 去 に害 ｉ ｊ る。

この外 木 造 切妻スレ ート 立 421:+ 24 の本 部があ

り、! 住接宅、事務虫、研究室、計i也' ぷ等{ t ' 合 む。

i，'，J1?i合より 造手手段、，大講堂陀王る一大連絡廻脚

色して 、 ｾＩｪ 空壕の ｷ 担ある、地 下 取を工夫 せるとこ

ろ等設計者の苦心もli!;築 J ) 極j;t1f さJJll i城、資して依

りあるも のがある。

合 I:LI1.1 1，1'.の接調内! 乙妹児' S- ;;， - ;!刊 を 卜し て4269

士¥' - からなるこ の一六修養殿堂の建設されし ことを

以 ても 斯界への守興を恥人ねばなるまい。

円本 名 Ａｊ ｩ ， ｩｉｉ ｉ ｊ 立場としてま ｪＺ ｊ ｾ と骨造物的僚 ｉ ｌ ｉ ｾ とこ れ

以 卜 ｾ {t> Ｇￍￍモｾ ｊ＼Ｚするこ と光以て壬 ｾ Ｑｾ 力事Ａと Ａ局するとい

ふも 過，; で司はあるまし 、。
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近代戦争の護展はrfJi i然閣民の杢閣にその影響を

及ぼす。放に これを 岡家の総力戦といひ 、商品疋臥I

防岡 家の建設を強調せら る〉所以でゐる。 写 ｫ ｬ 乞ｾ

軍の殻達は敵閣の心臓部と云はす¥頭部と去はす・

手の先、見の:うとに至る迄、徹底的に紋壌を及ぼす

に至つ 1: 。就中そ の閣の首府と重要都市は体統的

隆史の傘! 習も 、経倒的殻展も、文化的美化も、一

瞬にして磁HH: されつ〉ある宜例は、毎日提供され

てゐる。イギリスで は彼の 日淡すると ころなき領

土、七つの海を支配する「ユニオンジヤツク」棋

の主権の索陥する「パツキンガム」セント ・-1{ -

ムス宮殿も、歴代の帝王や これに忠、主1J を援いで 、

大英閣の基礎を築ト. げ、間民1 @: 崇の霊の安住せる

「セントホール」ウエストミンスグー寺院大伽斑

も、最近では不日の商魂 )) rテキーテノレj 京障な

イーデンが、負け惜みを吐〈 閤合議事堂も謹術の

梓を集める大英同物館も爆砕きれ? こ。ま? こ夜を透

して「シャンデ リヤ」の輝〈亨柴の大屋 、大 ホ {

J レも、生命がりに物質慾の轍I請を 空fi'l 、シティも、

iJ.!:界の流行の梓を集める繁華尚も、枇合生活活動

の源泉の位宅地も 、軍需と生活要の民需物資資源

の工場地神ト爆撃に燥され、夜つびで生ｾ求め

て訪復する都ロンドン の惨禍…・・。

猛烈なる爆弾の威力はロンドン兇を防空壕 l亡土

龍のやうに縮まらせ、人生への脅威、話1: 令生析の

混筒Lは前古米曾有の大惨事であることは詰ふ lて及

ば十。これが鴛ポ { ラン ドを引; めとし、既 l乞ノ -

J レウエ、オランダ¥ ベルギ ー、フランス、ユ ーゴ

ー、ギリシヤの各闘が1 } 々旬日にして滅亡し、亡

命中り元首連は日夜生き ?こZさはあるまい。イギ リ

スも今日守に危機に頻し。体統的な誇りとしに「戦

はす' して勝Tこんとする」政策も敗退 fr: Ｚ［ＷＨぐ ｦｪＡ＼Ｚｾ 虫孤

城落日の有様である。

現首相「チャーチル」はイギ リスの現在ぬきF 目

的はーに「生き長らへ β 」とい ふことK ゐる。「生

手持活者拡陸軍少賂防2 2 ; 科手腕究所長

I.i? 

tー
建 築
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田

き長らへる生き抜き得るといふ こ とを世界K 示 し

得れば世界は自ら者へて 〈れるであらうつ この能

力が1! J : J )!'rc認められ? 二時、勝利之いふ問題も起 り

得るの1. :' J と悲枇な盤明石? 敢て してゐる位。首初

はヒ ート ラリズム打倒を乗りかさ' し?こ勢も現在の

や うに迫ひつ められるや うになっ?こ。

されど「イギリス」の爆撃の献況を目撃じに人

々は、さすが大関民 イギリスは佃迄悲批な決意を

以て、私的公的生活を犠牲にし 1"住ーの目的は ド

イツ の欝破陀ある」と論陣を張り。、連 日連夜の爆

撃に市民は騒がすユ驚かす3慌て今。主襲警椴が解除

されると、殆んど: z p 生の如く活動を? っちJ けてゐる

といふ。爆iJ ' i i 1て|切りて爆海 rc 暮れ?こる地獄 J) 業 火

と附まされてゐるロン ドン市民は、朝が来れば蘇

って防空壕 ｩｾ Ｑ 甘 て［ｩｪ［Ｍき ｲｾ し。都合コ〉各機関は息、を

吹き返し。工場の煙突から煙を吐き Ｑｾ し 。薮しか

ぶされ? こ脅威! 追ひ駈げる執拘な空襲K 屈せす¥

〈る日もくる日もロンドン市民の生活の強殺さは

イギ リス岡氏の保守的、耐久的な自牟心も自重性

の闘民性 l亡依るべくも 。岡民防空各般の底置、殊

にjljj 杢建築が政府の手に依って大規模に、且つ相

官徹底的に計霊準備されて居つにので。民衆の訓

練と月j 意と Ir : 不完全のものがあっ?こにせよ。 市民

の政府 lζ 劃する信頼が強 〈。既1<:: 一年有半断然優

勢なるドイツ大空軍の大猛襲下に曝さ れて ゐる。

この イギ リスが ノごリー の如〈、果敢なる 世 紀の悲

劇評論家「モーロ ア」 の著「フラ ンス 敗 れ? こり」

のやう l'亡、敗戦のJfJ J: 辱を一lU: j )!.rc 曝らすに至らな い

所以ーであら う。

この連爆下に生きてゐるロン ドン の躍動はど こ

から来つアてゐるか。都市防空の必要なるとき「防

空と週諜 J を 記 述 す る に 首 ト 見 遁 す こと の出来

ぬ矧鈷がそ ι にあると共に 、向一つ重要なる こ と

は盗聴と illO!if との閥係で、あると 思はる。 l投K 先づ

本論を? 述ぷる前に これ陀及び? こい。
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Ｒ 、 我闘の ｾＩｪｾ さには ｬ 原則として ｩｬｬＺｴ維を認めな い

イギ リス、 フランとえ の避難方針は自 111主義個人

主義に基調しドイツは全種主義を根必として居る

個人主義の イギリ スは今次の作戦に於て悉 t ドイ

ツに制監さ れ るに至つ?こので。 ドイツの封イギリ

ス本土作戦の前K イギ リスは このi l l : f 難方針につき

既κ 避難せる者 も内部から統制 を素るの: I ! k 勢にあ

るを見て上陸作戦封策として闘民はこの位置を去

るを厳禁 しに のである。

個人主議自由主義は有産階級の者が自己の利主主

から愛市愛閣の概念を忘れて、逸平く安全地帯に

避難する 心理欣態は都市防護K 無防l心なる ことを

暴露して、一般市民の反感や反抗心を惹起す るK

至つ? こ。 一般市民は日く彼等のU・s・はロンドンの繁

栄と さい踊を共にする 、彼等の特; 税もま? こロン ドン

に負」、。市民は敵の室製K 封し若干惨憶である。

彼等はこ れを風馬牛脱 して自らの安全を企つ るこ

とは非同民なりとし て思想の反扱を招米し? こ。そ

こで ヒ ットラ ー のＺｦ￬ ｩ ふイギ リ ス凶 ｩ ミの ＱＺ 会 Ｚｻ ｾＱｊｬ 予 ｴ

す る主宰父となる であら う。

我凶現在の防空方針と して原則上避難を認めな

い ことになっ て居る。ぞ れは ドイ ツに於て述べ? こ

泊 りである。 これに力nるに木造都市の排迭は建物

の防護を必要 とし避難す ることはその防護の立任

を放棄する ことになり。都市全櫨の防益の貰を穆

げ得な いこ 主々なる。他方大群集の避難は交通上

の大混凱を来?こし宰襲の災禍はこれに依って却っ

て増大するに至るからである。これを京京に於り

る 大民災 Ｇｲｴ ｬ 時を泡ｾＮ起すればその無秩序に陥る こ と

は地 k の火災のみでも lリj かであるの i涼り世: 川 K J，II

れ互って居らぬが、 日露戦役蛍l時ウラヂオ艦隊四

主主が津軽 ｪ 毎ｾｾ起を泊 過 し ＿二 時。 ｬ 函館 ｗ Ｎｌｾは始めは露

鮭 は青森側を通過するならん主判断( それは嘗て

露艦 が奈古 ;I Uこい ふIPH舶を この附近で輩沈しfここ

とがあっ? こ〉し? こが。いよいよ鍔艦が曲釘(側に近

づくと有産階級の者が人目を忍んで地方へ辺倒1，し

更に煤煙が見えfごすと白聾公黙と山手の方へ陸続

主主げに ことがあっ7こ位で。 2さ裂に首つての1¥': :M'，之心

J l l l . が想、ひやられる。防空上避難の方針は者IITIi 防主

の枇合問題と共t亡者11市の建築もこの方針 e 1J !'i

C

j し

て重姿なpn題である。和々の!僚1'1" の下 l乞避難をよ官、

めぬと いっても老幼、州者、〉fJ L者、w綜等ーはき公

I X 1 6  

全地帯 ｦ､Ｎｦｾ 主せしむることは我凶の羽 ｬ￯ li時成 l亡於

ては必然陀起る 問題でみる。これ等も都市建築の

現献とに順みて深 t 巧ぷせなげればならな い。

5、現在の都市建築は防空上何走要求するか

空襲K 包; ｬｊ闘土防衛上都市はｾ防衛ｉＧｃＮｆＡ ｐ ｉＮ￭ｬＡ｜せる

岡民防ｾｉＧｃ住民自らこれが防護陀任すべきもので

ある。而して民防空は大は隣! 土粧昔、都市計聾等;

の恒久的針策を必要とすれど。題ill せる凶際情勢

と四国の敵性軍備から% 捺すれば先つif在，岱針策の

樹立をな務である。これは防空の人的組織及その

訓練l乞も併進的 lモ緊急泌氏可らさ' るものである。

寧の防衛が機械化せる今日 これK 即臨すべき民防

2きもま ?こ科是非的陀考捺せ る装備なえしては。 fili 鋭:

なる敵の正規軍l乞封する防戦I ' C t 、か lて充溢せる防

空精iljll lを以て，するも徒に犠牲を増大すること〉な

る防空施設の世界ーと栴せらるドイツ の防2さにつ

き研究資料とすべきものがあると忠」、。

、 ドイツでは既存大都市 ｩ モ於げる ￯ｬｩ Ｎｌｾ生前が市民

放共の子孫の精前 Ｑ Ｑ 上保健上 ｉＧｃＦＡ ます ｊｾ 得 ｾｩｾ く誕

服すると共 ｬ て。防空ｾ深〈 ヨラ捺し τ 人口の分布都

市の分布、産業の分不li 等を検討せる徹底せる凶土

計霊が行はれてゐる。

我闘に於ても凶土杢般を封象( 人口、 粧がf、交

通、通信、衛生、保安、社令孝文化〉としこれに ｾｪ ｪ

ｇｾ 計Ｍ撃を 包含せる附土防衛計撃を必 要と して。最

近都市を中心 とせる都市計ー聾も都rlit.:" vr でな t 都

TI i を図越す市町村等 Irc良 山'1ft.伴! との連怖を計る地

方計量が強調せられて京都地方も阪;Ijlll 地方も連繋

する防長計 ・ Ｚｭｾ要することに完ｊＭ ｦｬｩｾ せらるに至つ＿こ

のである。

それと近ｾＨ主要都ｊＡ ｩ の防空防護の Ｕ 必要なること

に鑑み六大都市と北九州 一帯の地方に 15ヶ年整備

せられんとしてゐるといよ、。その要綱1eのようで

ある。

( 1) 火災の延焼防止に刷するもの。

(2)泊火.1-'&‘要 Tよる施設の充. ，rcMMするも の

(3)給水杜絶の防J l:l'CMmするもの。

(4) 軍事公共公径の重要施設に闘するもの。

(5  ) 危険工作物の防護I ' CM討するも の。

(6  ) i ! 1灘防設陀MMするもの。

めは 二 ｉ 二木に Ｑｍｩ ｬ するも の大台 ［ｩ｜ｾ 占 ｴｊるも Ｈ Ｗ ＩＨＴＩＨ り

については辿築物の耐火、耐燥、耐輩、構 造 fz: 1制



する施設も亦多いのである。

更に六大都市及を閣の重要都市に賓施せらる防

ＵＺｾ＠ 3 ヶ年計輩の審議中でJU: 等は将来の都市計霊に

新らしき施設を 要求せらるものと思ふ。

4、都市の防空針策上建築に闘する統制強化

( 1)空地縁地を多〈し ili 科if:!也の分散疎開を園り空

爆の投下部の命中幸容を少 t し防火を容易にす

ること。

(2;都市の施設を全躍的にま ・とめ火災vc 封する強

イと を! 司ること。

(3)重要施設を遡切なる配置と強化を闘り被得の

軽減を岡ること。

ＨＴ ｾ 都 ｔ ￎ￮を ， ｨｗ 成する 建築物の防火針策。

以 ＱＭ Ｍ は機主主背 ベ ｲ て ‘あ る が 、 Ｒ さ襲に際し では都市 ｾ ｉ ・

j!g; 10 たいて建設せられ? こる街路整然7こる地院には

被害少〈雑然省事し? こる市尚£去に不良住宅が危際

の多い こ とはスペインの内筒Lvcnさげるパ ノレ セロナ

の爆撃l乞於てi品-も liJ jj 庇である。

;吾人は禾fご2主製 と火災の蹴係を瞳験し 7ここ とは

ないので、そ Y ろK その普，; jji N' iを!ft ゆるものである

が。防火第一主義を強調するとき。大 火災が各所

で同時に起つ? こ場合f'Ct参:i{) U:: 混雑とじ 如 河である

かは大正十二年五月一日突如として製つに胤東淀

・災会想起すれば忠ひ牛K 過ぎる。 r咽喉元過ぐれ

ば熱さぞ忘れる」の戒めはあるから首時の記錦と

陣載して 、2主裂の場合に於げる 夫輿の試練とし 7こ

し、。

… … 猛火は寸刻も衰えすV 大自然の兇暴ますま

す至って・ こ の大箆火災こそ 、げに長へl亡後

の代vc iJl}: ふべき凄惨の極みであつに。地提と火災

の惨禍を岩人はこれを天識なりと 見詮って よいか

ｾ ｦＧ 笠裂と爆 ｝ｦｇ それに民夷却とＱｌ斯雨下ｻｴ＾沼、ふとき

誰れか如上の惨献を比較 して その1)亙重金判断法想

与得るや。天災地鑓は議1回し得べきでないが。空

襲は これを議期し得るとき。減らさ' るを侍むこと

なく待つゐるを ｾＧｾｦ り。天の米 Ｍｲｾ 雨 降らさＧるに首り

その服戸を綱i謬ナると. の古人 の戒を深考 させるの

である 。

ふ防火第一主義を建築上より見たる防空

木造建築{ t > ｊ，ｩｬ ｬｪ 成する我閤都市はＵＧｾ爆の猛威 ｋ 封

して の防火第一主義とあ るこ とは芭- 然である。木

造家屋 l之丞Iずる防火針策は焦同の急: 務であるから

政府はこの黙を重硯し市街地建築法に三尽く防空建

築 規則 を1聖地し既設の家屋K 斐l し防火改修を強 :i jlj

するた五つ? このでその方法は: ; 9.くの如 i である。

(  Ｑ Ｉ 既存木造家屋を可急 ＺＨＺｉ Ｇ ｾｦ モ耐火構造とする 。

(2)隣次の火災から 延焼を防ょ} ーする1 . 0 外壁、窓、

川入口、軒山、屋根等の直接火自主主? 吹きつり

る部分は防火的に改修する。

この防火改修の方法中 ( 1) は粧情的宜ー現は相首I

悶WlI! の事情もあらんかく 2 ) の賀施は間席補助、市

の支出、改修家屋所有者の三者ー分割負婚で賓がL をナ

容易にする。 JRJ;くT[j では閥係官局と木造家屋防 え

改修協議合を聞きダくの範囲で改修を要する家屋営

指定しにい主いふ。

( 1)第 l 次改修範囲は哲 Ilj 内の }1支賑雨。

(2)新 市内の工場地帯約8800戸の程度ー

(3)改修方法は防空建築規則 に準じ て現在家屋の

タト ｦｻｾｾ 銭 ｗｊ 、モル ター ｊ レ、漆喰 、 耐火木材 、

石綿等で改修し。 出入 口や窓にはモルタ ール

餓入ガラス等で伺様理想的な防火蕗置を施し

て完壁を期する。

6. 防火改修の賓穐は空襲の賓相に即する重

結主義なるま要す

忠ょ、 i亡この防火改修は経済上φ事前、物資資材

の日}給、工務技術員の要員等: 7 ) ) 捕係より之が完還

には相官長時日を要せんか。更に肋0 ..1二都市改造

の企劃 ｬ は道路のＱｉ Ｑｾｾ 長 、 交通路紘の盤更、建築 物の

分散配置等の賓胞と聯閥を要するものでゐれ こ

れと併行することを要するが、それより も空襲の

賓相即ち空爆の目標等陀依る重結主義が肝要であ

ると j巴はる。

それは内諸省護表( 昭和 14年 7 月) の防空土木

一般指導要領にその油要区域は「防空重要都市 及

共近傍の他空襲の民ある地域とす」と あ るが如〈

重要都市及共近傍の中でも爆撃の日標7こる骨造物

術工物 IC:重黙を置き、{ i ' : : 剖、設計、補強、防 護、

臨念嵐置に綬念の )i国序があると 思 はる 。敢て肢賑

￯ｬｪ 荷主ｾｾＮ戸とすることでなく。要は都市 ｉ､ さげる

空襲の場合の爆撃目棋を考採すべきであると思は

る。

安裂の日 1;1"] は敬三II' 遂行の根基Tこる軍事施設資源、と

軍事行動 1-.0) 連絡機構を破壊し、軍需及民需の生
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産主生活の運替機能を不能ならしめ鞍争遂行と閤

民の戟立を央ー失せしむるのである。故に主要都市

の爆撃目標は之等機関の所在にある。市してその

所在は都市の各地域に存在しその爆撃に依 り之 等

機関の附近に接近し ゐる民屋が同時に爆撃の災害

を受け火災の原因となり延焼の火元となるが故κ

先づ これを防火改修の重黙となさねばならぬ。翠

に都市構成の富の集積叉は繁楽の基地等平和的都

市計ー聾tて着意する こ とは軽重本末を蹄倒するもの

である。世間往々防空は空襲の賓相に即すると謂

ひながら。か〉 る事あるを省祭すべきである。ド

イツ機が英本土爆撃に蛍り如上の重要目標の外に

無差別爆壊を行ょ、のは一極の一椴復手段である こ と

を見逃 しではならぬ。 ( ロントン宮殿寺院、博物

館及イスト、エン ド爆撃の如し)

7、空襲の賓相に即するには防火改修の外に

重要施設があ る

現下ド イツ空襲の英本土重要都市爆撃には各種

爆弾を設下 して居る 、その重量爆弾は7.8居の建築

物破壊の欣況は各階を侵透して地階まで買i l l ! し。

叉建築物を縦断 しこれ に焼夷開を投下して火災を

起き しむると いよ、。 9; R f L 爆弾は上2さより直下する

ものでなく 、制 方向K 建築班を侵- 透する故に破壊

の光景は猛烈である ともいよ、。 いつ' れにせよ爆弾

の霜に起る爆風、破片及民動は附近一帯の建築物

の窓ガラスは完l習なし茜しきは全地域の窓硝子

は悉皆破康せられ調路は硝子腐の篤砂磁のやうに

なりその清掃の駕一方ならぬ済力を要すといふ。

ヨウロツパの待築K は窓に雨戸、扉、板、鎧戸

のあるを普通とするが、我都ili 建築には殆んど こ

の設備がな い。窓ガラスの破壊は股火管jj ilJ の設備

も無効となるばかりでなく。破壊後は爆風佼入 し

叉毒ガスの位入も防止することが出来なじ室内

で起居も執務も不可能とならん。これは防火改修

についても重大な問題とならん。改修 ｪ￭ｾ 設に窓耐

子は銭入を採 }+j する方法を指示しあれどこれもそ

の効別がな 〈ならんか。叉従来我閑の防空訓練陀

警報あらば窓及開 口部は純! て閉鎖ナべ しと指導せ

られて居る。その草RFll e し主主ガスの佼入を防ぎ、

叉火災の延焼に封し火気の進入を防止せんが篤な

りといふも。左K 示ナドイツのこれに l妨げる告示

主会〈反 ｾｦ で 、 窓の開放を要求せらる。こ れ ｦ ま＿こ
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Ｒ さｾの賛相に即する鹿置として省察を要すると共

に防空建築上一切の窓及硝子をつりにる開 口部は

雨戸扉板鎧戸等の附着を必要とする次第である。

ドイツは 1940年 5 月空襲時に於ける窓ガラス保

護削剥して一般に左の告示を聾 して ゐる。

窓ガラスは爆弾の件烈結より相官の遠距般にあ

っても被害を蒙る。こ れに3討する絶封的保護手段

はないが、空襲時に於てヵ・ラス窓を開放し、雨戸

扉、板鎧戸を閉つ' る こと等は確かに依療を菟れる

幸容が多い。窓ガラスは住居や事務室にとって重要

猷〈べからさ「るものであるから 、空襲に際し各人

はこれが保護手段を特に平常用ひて居る部屋に講

じなげればーならな い。

これは地域的欣況や天候にも大ひに鳥羽係する 、

警報から空襲への聞は僅かの時間であるから 、警

報がなってやうやく保護手段を施す様な事は先づ

出来ないことである。何時でも聞に合ふやうに準

備 して置かねばならぬ。

空襲時に於ける窓ガラスの保護手段と して以下

注意 されに し。

( 1) 地域的批況及天候の許きる〉限 りあらゆる

ガラス窓は常に出来得る限り開斯し世〈ぺ し

二重窓のゐる所は少〈主も内部の窓を開放 し

置 〈ぺ し。

( 2) ガラス窓には出来る丈多く 、雨戸、扉板、

鎧戸を下して置かれにし。右 ( 1) 及( 2) の鹿置

を併せ賀行するは最良の保護手段なるべし。

( 3) 防護室が極めて近接し空襲警報後窓を開放

し、雨戸鎧戸を 下す官余裕が充分ある場合陀は

警報rc際し迅速に之を賀行するも可なり。薄

暮に際 しでは特に遮光 I' L 注意すべし。

( 4) 紙片、絶縁テ ーフ・或は紳創' 官等で窓ガラス

を貼り付げでもガラスの粉体を防ぎ得ないば

か りか、粉僻されTこ倣片の脆泌をも対んど防

ぎ得ない。放にか〉る廃世は効果なし

( 5) 破壊され? こ窓ガラスを臆念修理出来るや う

大型のガラス板か或は少〈とも薄板又は厚紙

の如 きものを常に地下室に用意さ れにし。

8、鞍時下の工場は長期の煙火管制時にあっ

ても生産 蹟充の活動 を績 けねばならぬ

我岡過去の防空訓練K 於て、瞥 J械が護令せらる

と一般民衆は泊燈トて管磁をし。大多数の工場は



夜間 ｦ 恰ｉｴｾ休止する欣態であるから。首局フコ不断

の指導と支那事色きといよ、無言のjぷ赫から煙火管; j ; iJ

下の生産繊細といふ方面に家庭生爪が正常化 l亡向

つfこことは喜ばしい現象である。 fごが工場lて於て

は現下の閥策的之 ＱＺ 秘＿こる生産蛾充といふ ｼ問 題が Ｑｾｾ

々緊要を強調するとき。防空訓練 のときその賓施

期間の長期になることを望まさ' る傾向ゐ 6 を聞 i

而して指準首局では股火管 ;[iIJ の期間が短少である

から作業主＿休止し居るが。管 ［ｩｪｪｬ ｊ は戦争のｾｦＺ ￬ めから

終るまで賀行を要する ものなればこの趣旨の徹底

の篤訓練期聞を長期として作業休止を不可能なら

しめる鰭験が必要なりとの設を閉じ

現校の股火管制の方法は殆んど綿てが所謂暗幕

をmひて居るが、この方法は家庭生活に於て採用

し得るも のとしても。工場での暗幕使用は換筑衛

生と保存とい i 、税酷か ら見ればその遁世ならぎる

' ことが首肯せらろ。筆者が主張する所の岡氏防空

は科撃的K 考擦を要すると L、ふことも慈K t，基調す

るのである以下これにつき述べん。

( 1) 股火管制と生産工場ーの現情

我闘の慨火管; 制規則は岡氏の貰践すべき義務と

し注犯者には罰則を定めである。 ｾＩｪｾ 陀は股火管

制を第ーとする ことは現下交戦闘家否な闘際尉係

が逼迫すると先づ安襲K 封する警戒としてこの股

火管制が賓施せられてゐる。 2さ興が主として夜間

に行はれることの現況に於て殊に然りである。而

して我闘では管制の方法を原則的に警戒管1ijlJ と益

製管iliIJ e K 区別してゐるので。これをま国n: して

先つ' 警戒管制の場合から兄ると。

( イ) 一般工場

( ロ〉粉庭、有515ガス、煤館、熱気等を褒生する

工場

( ハ) 特殊的副支の火抵を費する工場

( イ) (ロ )1乞属する工場では減光と遮光の方法に

よって管111 1 ] の目的を速するがやうに属する工場

では警戒管iili JK 於ても隠蔽 lとよらねば作業の額υ

が困難なるま! J ，! ! { P. 絡に云へば、規J l I 1通りに管1jil Jの行

はれてゐる工場は皆無|乞近い倣態である。

ＱｲＭｾ製管 ｗ ｩｊ の場合 ｬ 亡は之等は 一 般 ｬ て治ぽ叉は完全

| 佐蔽によって] 仰かの漏光も許されない。必 lて於て

高lL: むを? 得ない工場以外は主主製管 iIi l] l て入るや泊慨

して作 ｘｾ 休止して解除を ｦＮ Ｇｦ つＺＺＱＧ多Ｂ 0 漸 0:割以

によって作業主? 続り てゐる工場に於ては、 ( イ)

ｬ と腐すち了坊を除い ては、 ｉｾ ｬ 蔽 μ 、 」、特殊な僚件

の ｮｩ｣ ｬｬｊＺのｩＺ Ｑｾ の最悪の非衛生的環境を廠成してゐ

るのである。

( 2)  ; 股火管11i I J と工場従業員の保健問題

か〉る j伏況が工場労務者ーの健康上 lて及ぼす悪影

轡陀ついては未t.: 研究の比るべきものを女11 らな い

が 、管fiil JK 依る作業I即時{ 度の低下It割訟の結果、換

訴を失ふ こと-1'Lf交り起る著る しき管内空気の汚濁

熱気叉は1仏紙諮杭等を考へれば相昔前汎なる被害

を起すであらうことが推測し得られる。先づilf 照

度' K於て作業を縫続す るこ主は視力の過重な緊張

となり。種々な眼疾の原因となる 。こ の事は既に

現時の賦洲鞍 I' L 於りるロンドン市民の聞に質際問

題となって現はれてゐる。

: ; 1( {乞主主ガス 、飛i A 等によって汚濁され?こ空気が

徐々に呼吸器を始め、内臓諸器官に傷害を及ぼす

ことも容易に首肯出来ることで、今日迄p訓練に

於ても間々臨床的に持務者の健康診断を行つ? こも

のに依れば、呼吸の昂進、脈蹄の増加、瞳溜の上

昇・が一般に報せ' られてゐる。

fnj高熱作法の工場K 於 ては前述 乃如 き緩漫なる

彩影のタ卜l乞熱!京が放射する多量 の副肘熱及熱気流

によって茜t.: しく室内温lぷーの上昇を来fこし. 渇.護

十l ' 、頭車、他志、疲持等の微{ 民主? 訴へ、長時間K

及べば肱陣を起し卒倒する者をさへ生すもるに至れ

る例、叉化要量的各航製 品 ( 硫酸、硝齢、塩酸等〉

を使 jlj する工場に於てはその張散するガスのf号、

他nt 上有害なる駕、防毒商、これに類するもの営

者りて作業し、或は工場内天窓を取りはつ' して作

業ーする等の例を見る。か 〉る !lk態 lて於ては作ー業能

率もミぎ るしく低下すべき は論を特? こさ' る所K して

誠に必ｉＮｾＺすべき問題である。 イギリスに於ては、

時火管fjil J下に於りる工場能率は者るし〈低減し、

戦時下故も必要なる軍掃品製迭に大なる苦難K 陥

るといふことは也' 然 刀蹄誌である

ＨＳＩ工場に於げる股火管 ［ｪｩｉｊ ｾ 全 備

然るにー}jtYj¥l1時の髄市IJI ' L 入れば響戒聖子阪は逸平

〈殻令せられ、いか ｬ 乞長 ｊ 明に亙るとも ｪｊ｜ｾ 重なる管

;uiJ ｾ＠ Yi!，JJi j しつ〉生産の乎を桜めることはt L ¥米ない

市して出襲警械の護令 iY. i1. ば最も敏i f l 11て益襲管;jilJ

の修行会行ひ作る ｾｮ ｾ、警戒管［Ｚｩ￬ ｉ ｊ の Ｉｕ ， 態 ｶ｣ 於げる
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作業遂行を眼目として衛生的環境を作り得る管制

方法を講す・べきである。

賞戦下にあっては空襲警識の頻護或は長期間連

頼主いふことは最近の多〈空襲費例 I' C 於て考へ得

られる。我闘の地勢が四面海を諮らし、且つ*mK

<  ( 全長4. 600粁幅の最も既い所で 300粁〉阿国の

軍備情況は空軍基地を以て我闘を包囲献を否すと

飛行機の飛躍的進: i ! じ一1'L1'f. l 、空中戦術の唆革当事を思

ふとき、警戒管f[，IJ Cl .l  I ' C 於てもいつ宰襲来るやも計

られが。然 らさず るも昼襲管fii Jjへの移行は品加?こる

を得ぎる不安の下にあること多かるべく。この欣

勢よりせは綿ての工場は管f[，f設備を完全にし始絶

隠蔽による管fri lJ を行ふことを理想、と考へる。

9、工場建築に隠蔽と換気設備の必要

工場隠蔽を完全に して些かの漏光もなからしめ

ることが ｊｊ Ｍｦ妥である。従って先つ努 ｾＭ ｉ ｾこ 完全な ｪ 忠

光をなす資材を以て設備を行はねはならぬ。これ

がｾ従来は布、紙、金属板、板戸等［種々なる材料

が朋ひられて居る 。こ の内最も多〈使 jj . J されて来

? こものは布である が、いつr れの場合に於ても之さ寺:

の設備に嘗って隠蔽時の換 ｾＺ ｻが殆んど考臆されて

ゐないのは共通の欠酷であると ｽＦｩ｜ｾ 、。完全隠蔽の

下では照明は如何にも 大 きく出来得るか。換気の

黙では相官な困難を伴ふのである。何故なれば換

気に 必 要な関 口 ｾｾは漏光部となるからである 。 隠

蔽 材K より完全問m塞されて仕舞のが一般の欣態

であるから、空気の流 ｬｬｩｩｾ 相官に行ひ得る様な Ｑ ｭ

隙で、同時に内部か らの潟光を完全に防止するこ

とは一つの矛盾し?こ4条件を含むものである。

一般に換認を 行」、方法には機械力による法と、

自然風や室内外の温良ー差による自然換訴に よる法

とがある。機械力に依れば秤j理想、に近ひ換気誌を 行

ひ得るであらうりれども。工場は概 して筑誌が著

大なる? こめ全部会機械力によることは莫大な設備

費用を必要とする。 i¥ic I'C到底一般的K は採川 され

得ないとすれば今一つの法自然換気 lて持つ外はな

いので ある内自然換筑の原動力は前記の如く風及

び室内外の温度差であるが、一般陀空気交換の理

法に依れば。排気の量は閉 口の断面右ti 及風速に比

例するに封し、温度差l亡到してはその平方根K 比

例する鞘より見て作業のtt 質上温広差の生十ると

否と に拘はらす・。最大限に風力を利用する ことが
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最も肝要である。然るに常にその方 向並陀速さを

援 じる ものな れば、これを 利用するに嘗つでも そ

の規準を何れに世〈べき か。叉建築物の形態、大

きさ、方角最後に通 ｪ 良可能な る ｾＺｊ 蔽材料が問題と

なる。換鋲作 j li I ' C於りる こつの要求は吸気及排気

であるが、現在の工場建築I' C 於てこの駄がどの程

ｬＺｩｴＱＧｃ 者 ｊ［ｾ されて居るかは茜ｴＮＺ疑問で ーある。先 づ吸

究互に付ては筆者の知 る所で は高温作業の一部に於

げる 以外殆んど無視されて居る ｪｕｾ 態で。 抜 きさへ

すれは何鹿からか這入って米る程度f ごと思ふ。勿

論平時に於ては側壁の窓が吸気 口として十分! ' c働

〈が之等の窓がーj文|壊Til'i され? こ時に漏光をしない

吸気機械が是非とも必要 となって来? こ。この粘に

就て有益Zな参汚とな る科準的研究として二 三の試

案が蛮表されてゐるが。未1:: 貰際{ とされに工場を

聞かない。他商排気民不j てはl唯一の機械としてモ

丘二グ ーを使用してゐる。 1i l ' かもその時迭はモニグ

{ の両側に所ii!'i J; ラリを作るもので。その排気効

果が如何訴で あるかは間五、所にあらす・。十年一日

の如 t 殆んば進歩がなかっ? こ。 、

10、燈管銀は斯くの如き特長を有す

崎管銀は防空科皐研究所森技師の研究費明( 特

許を有す) I ' C か〉るもので、特種の替曲面を有す

る金属鉱Ｈ近来銭資材不足のｾスレ ート を以て代

川す) ぜある。〉とを組み合すと 25筑の j邑ふl強問が

自然lて1l 1?!( る。光線が このl強間を通過せんとして

この特種の想的により互に、反射反> > 事しつ冶光 j J

を:'f*殺するが i¥ic I ' C光線は絶J. JI て外部に漏る〉こと

がな い牛1' 1<' : を干{ するものである。

之を屋根、壁面、窓、尖他の関 口河II L : 装置ナれ

ば: 股火の管ffilj 時K 於て屋内各種の光を減誠する必

要な〈して屋内では平生地り作業主? 檎顕する事が

出来る。それ とiii j症 の組合せの隙聞から通風換筑

の作用をなすが放に、屋内の混濁しTこ室筑 も熱気

も有毒ガスも粉些も完全に排除されて、従業員の

保健衛生に支障な〈作業を櫨続することが出来る

特に平櫨装置の工場にあ りでは、高度の熱作業を

なすf誌の心身の疲努と H注意. とを軽減 し得る。叉装

置は永久的で他の資材の如〈取はするしの煩現なく

迅速敏活に、操作し得るが故K 従来極めて必要で喝

あるが、 ‘ その貴行の時質性を紋く。警戒管; j jlJ から

昼襲管fi i 1 J 1 ' C 移る場合の敏活なる操作は埋想的に賞



施し得る特長を有するものである。向この煙管銀

は不燃質であるが放に焼夷) 草 lて封する護火と火災

延焼の場合の防火と爆; 草による風と lて大なる抵抗

力を有し被害を砲減せしめる事が出来 るの でゐる

li 、燈管銀の規格! ま種々あるが其夜甑を固示

すれば左の遁りてるる
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第 1 圏

A 型主と して一般工場で特に強烈なる光を放射

せない建物の使用に適す。佐宅、事務室 、官公

器、病院、寄宿合、劇場、浴場告書

2 1  I X 



第 3 圃

光線の弱い個所で

出来るだけ換気を

大 なら しめる部分

伊j へば普通作業場

の; 温風併に遡用さ

れ文縦型に使用 し

でも J画風は非常に

良好である。特に

酸性使用工場には

耐酸性塗料を使用

するも可な り。

日 1:「
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ー
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第 4 圃

1.2 .3. は各異 りたる強化叙である。本品は第 l 閥、第 2 閥、第 3 闘

の各燈管鍍の内仮IJ に添付 して、光線の入る方向を限定 し、 遮光 効 果

を強大なら しめる用に供す。
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第 5 圃

燈 管，反の取付t I 式

主 ｅ ｾ 質せる引揚式取

イ寸である幾列かを

l 本の捲取シャフ

トにて略取り多数

を同時に開閉する

ことが出来る υ

本装置は紡鍛工場

の鉱屋根の如く連

綴せる同一寸法の

慾には便利である

竜三三 J電車抵
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第 6 置

開聞の必要のない部分卸ち1伏利し式で先づ三角書J l : 又は連

接孔によって 燈管級を所要の寸法に連接 し圭I 叉は木捻を

以て目的の場所に取付ける ものでガラリには此式を多 く

用ひられる。
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第 8 圏 様 込 式

一 般住宅其の他一時約に最も簡便な方法である。先づ燈

管級を ｲｾ ｲ 要の大きさに組立てケンドン式取付見込寸法あ
』 斗 必 三句 畠 ｌ恥 地道 必 込弘、品描炉電ｾ ＮＮＺＮ ｾ

る日寺又は掛障子式に取付けるー此 }j 法によれば周囲に何

等空間を要 しないから周囲に全く空間のない所でも容易

に取付け得。翠窓二重窓は極めて簡便に機裁よ 〈鎧戸の

代用となり叉盗除に適す。

平 面 国

連続 ｾる Ｎ Ｇの ｾＡｻｉＧＺ 】 ｾ ｃ￬ ｾＧｬｌＧ［ 招 予 Ｑ Ｚ .  ｾ ｉ＠ ｴ Ｚｬ Ｉ Ｚｉ ＺｾＱ Ｑ， 安全で，ｾ 判 ＿ ふ今Ｋ布 、
。

F  引 き 分 け ま

第 7 圃 複式引上げ式

1. の引上げ式方法は窓上に鮫管ドアーの高さに相話する

ゆとりが必要であるが、若しゆとりの少いときは本闘の

如〈窓の ?Jj さの内法を 二分又は 三分と して ζ の寸法と同

ーの燈管ドア ーを作り開閉には l. の如くロップに依るも

よし上げ下げ窓の如く分銅を用ゆるもよいのである。

2 3  ! X 

'J 出 立

圏 9 第

ド ζ

第 9 圏

遇策壊に;於て採光の必要ある時は本式を周ひて採光燈管

防雨空宇の目的を達する事が出事る。



よっては、或は防空j雲絞の 目的に副ふ こ ともあ ら

んか。

佐官: 銀は特lて防空遮光と換気の雨商から研究さ

れにもので、既定陸海軍工廠陀於ては;数年11古- から

ｾｭ され賀 ｩｬ ｪ ｬ とさ れ て居る。 こ れを工場等の建築

物に使iIjすることに依り完査な・る燈管管;j i1] と排，孝弘

排ガス、排.1&粉の作刷を篤し、従業日をして安全

κ 作業に従事せ しめ。従って股火管:jil Jの下に於げ

る作業指容を維持せしめ。現下生産蹴充の開策K

. 1..1 合し目安時態 :i ilJf L 於て最も必要なる軍司言及l i ! : 需の要

事室量室主)1 1レ

第 10 圃

10 . 無 n ｾ 弐

[国; |冨山監

タ} 肉

以上困示ナる燈火銀は始めて昭z和11十三年八月大

l阪庇守帝校閣大畢盤畢部差滋t授梶原同博e 土の宜

告は省略す〉積 い て ｉ而可博士の指 活惇Ｈｾを＿受 ｕげ＿研究の結

A果;:: 昭王和|日1十四年十一月ノイ小jト、倉市1'[て同f燈笠火銀をを" 取1応取b以削t付イ付4け?七こ

るエ場場 ｦｾ を＿建設して、更に博 二 ｌ の指導の下 ｬ 亡費騒を

1I:i:ね貰ltj f L 供するを得7このである。

之より 先き 佐藤鑑氏の衛生式モニタ - I' [ ]#Jする

貴重なる明1論的責験が事界業界の校: 立を喚起 し、

高温作業の工場のモニ タ { に之を質m化されTこ外

一般工場には未t: 費用の域に至らさ' るも、示唆に

富む研究の護表を見?ここと は菩ばし い事と 思 はる

例ニし之等の研究はモニ タ { のより有効なる形態の

研究が眼目であ ると 思はれる。或は工場の7 u ¥態に

，ｾ＠ 2 4  

求に資する陀足るものと 思 はる。

今共の機能を説明すれば、薄銭彼叉はスレ { ト

等 K 依 って作ら れ? こ特殊の形態を持つ にも ので。

側壁下部等刀吸気 口l乞は外気の流入 l亡釘して抵抗

の少 i し。叉排 沼口『亡は極 ) J 外来の流入を妨げ、

併かも宝内 1-. 昇気流の遁出 l乞封する抵抗をナノJ ，' ¥す

る形のものを使用する ことに依って、モニタ ーに

於け る貫流試流を防ぎ、風背側t亡生する陰! 監を最

も有;'511て利i +1することが出来る。即ちこ れに依れ

ば、モニター の風向側は常に閉 されj世に風背側 は

常に開かれてゐると い ふ理想的結Ｊｾ生十るので

ある。

ｦ 訂在来のモ ニ タ ー にありでは之に ｬｴｩＱｾ 方向 ｪ う 至

は平i - i ならさf る! 武力はj武背側の陰躍により排気力

を生す・ るも 、之と平行なる風f L i f して は風上 の妻

簡に近い少M分のみ排気力として作JIJ し、I l ¥l もな

く両側からモニ ター内へ侵入ナる外監となるも の

である。然るに般管銀はその一形態 J-. j { 1隣る二個 の

断片の聞に強力なる陰監を生じ、何れより吹( f -

u風 I乞却 しでも全聞が排'*Z口として作 iIjする特iえ

を? 有する。{ ) [ : かも i泣近の研究では i"::ji 毘高度の :i¥.. 光

煙、ヲ ｾｲ 辺守［をｾ 'J 与に琵する平路工場及之に類似の工

場に於てはより 一層大なる換.)，U'Ic，ilj を要するに鑑

み、モニターの擬大をなす t 同時l亡之を MJ I 予l亡改

良し、 1，¥J 屋糾陥il 亡特殊に考接され? 二時首: 銀を> j" l: く

ことに依りこの悪俊子|τがー壊に解決 されんとして

ゐる ことは詑目 K 値する。

12、燈管銀ま M型屋根に周ひたる工場模型の

責 験

左闘は燈台2銀の1 ' e 物語民でその丹H:金場所に依り

種類ぞ殊にする。
.. 



( 1)  賞験の目的

ｾ ｪ 泊 、 高熱工場 ｬ て於て努務者 ｊ Ｉ 健味上換気の

必要なる ことは言 を作f二十、然るに燈火管，j jl Jの

場合股火の隠蔽の篤換気は阻害せらる 。f立管，i;ft

は強烈なる光 ｾｊｩｬｾ 完全に隠蔽し且つ相官［の ｪ 画策

をなすものである。この機能を最も有効 lて平Ij il i

するにはM 型モニターの頂部に之を設備するを

可としそ の際の排気及吸不窓の!Ik態 lてる建築物

内の宏、流の分布欣態を! 段知せんとするにあり 。

( 2)  賞験の方法

阪大手え授梶原博士指導の下 ｬ 乞 ｲｬ Ｍ ｉ 根炭 ･ｬ ｬｪｾ Ｎ主任せ

るも の とす

質験 D 目棋を高温高熱の1 ¥& 最も障害多辛子櫨

工場に置き共約1 fl 000 の模型を作り湿の中に於

て紘吾の煙が徴位にして軽量なる黙を利則して

25気の動 きを指示する乎ぷf ' Ci  I j ひ。且制l奇の火

を熱源とし て平IFlj す市して換気K 要する勢力を

熱割流の外、自然 j武の勢力即ち太陽「エネルギ

- J を主として利i Hせんと試み? こるもので、共

の1 ¥&扇風器を以てj引問中 l乞部 々の風速を起し共換

気 l亡及[ ます影響を視察す。

第 3111

第 2 圏

扇風得 A は若君根

B 可書聖司UE器に

より C の電動機

の速度を調節す

風洞を見透したもの A は初:恨B は被検模型 C は ピート管

第 1111

第 1 1閣の風洞の側面に附子窓を設け其の中にー l両と底面 第 4 圃

とを硝子張りせる工場の lfr 筒縦型を慌き其の中、に線香を 無 風、震は熱対流により at 直に上昇 し梁に滋 りて分散し

牧め又他よ り;鹿を供給 し叉風洞外より 照 明し チレダ ル現 大部分は其飽燈管室反を ，; aj@1 して 屋上に tll づ、 縮流 して上

級に依 り煙の動きを観察する如くす。 昇 し他の l 部の煙は屋内を下降 し て 吸気の新鮮空気 と合

第 i r.:;J 風i洞Aは吸気口 、 Bは風速測定用ピト -11Cは して環流をなす。叉吸叙は外墜に沿ひて一度上昇 し次に

ピトー管の底力する ν ヤ トツク 式傾斜 iJilj 微盛計。 方向t 聖書 して下降す。

Z 5  ，ｾ＠



第 5 園 甲 第 6 園 甲

• 5 園 乙 第 6 圃 乙

.5圃 〈 甲 、 乙 〉 第 6 圃

貨風速平均0. 1米( 毎秒〉に して 模型比百分のーなればと 風速卒均 6 米( 毎秒〉の害IJ 合に して 前間同様の換気をな

れを建築物の場合に換算 1; 米毎秒の劉 り合となす ・ ナ。 1JH告5聞の( 乙〉第6悶の( 乙) に於ては放策面積を

倫模型の寸治拡底溢40糎とす 吸気窓は外部に於て遮光 約 2倍 に せ る も の で 第 6 図( 乙〉に於ては風速大なる

し空気は上部に向ひ主主入する構造である。屋根に嘗った 儀屋内に渦流を生じ僅が再び床面に向ひ下降する場合を

風はモ= ター上部に陰摩を作り排気を助け吸気窓よ り主主 示す。

入せる 空気は建物内部を横断 して排無屋根に向ふを見る

第 7 薗 甲 第 7 圏 乙

第 7 圃 ( 甲、乙〉 12米毎秒の風速により渦唱さを生ず

I X  2 6  



第 8 圃 甲=

第 8 圃 乙

.8圃 ( 甲乙〉

員の 作業場たる床面の換築不充分なれば之を改善せ んと

して吸気が床面に向ひ主主入する如く gnち闘の如 く新鮮な

る空気が床面の怒染せる空気を駆逐して後屋外に排出せ

らる様になる。

賓 験 の 結言

布の摸型賃験より見れば ｍｾＡ 排気屋根ｻま所期の

効果を牧むるものと 思考せ う。共際吸訴 口よ り

導入する空気は作業耐 l乙向ひて方向性を持? こす

こ とを要す

附記 内務省防吉明f筑J j れま昭和十六年四月木賞験

るりた礎として貨物 iて近い千路建築物κ っき慎重

なる霊験研究を行ひ? こり。いづれその結果を成

表せらる日を特つ( ( 夜 J..:.教授梶原博ー1 : 指導中根

技i: W及研究所員参加す)

聞く底に依れば目下 この種目的の下 iて研究護IIJl

せられにもの二十積に達するが共内本件は俊民

なるものであるといふ。

師、む す び

工場建築物は翠濁に在ること稀で通常侠き湯舟rK建並び 防 ｾ￨ 建築につい て は こ の外に必要紙 〈 べから ，

風上にある建物は充分の換気を得れど風下にある建物は ， き' る ものが多 々があ る。そ の恒久I "J策を 別 として

風上の建物の生ずる陰座の震に吸気を防げられ却っ て 瓜 臨念封策として我闘では避難ｾｾｾ，めざる方針なれ

よの方向に向ひて排気する事多 し此の然に風上に他の模 ば、f { ，j 更に防護室や防空壕の施設は空襲K 営 り防

裂を佐きたるに速度を1 ，: 1 11減ぜしのみで良好なる吸気を示 ＲＵ の根本＿ こ る生命を保護す る ｾ 一 時作越 して被 害

せり。此れはM型屋役が充分に陰駆を起す侭と思考さる を越り。機を見て見て防護作業主? 行ふ こ とは必須

第 9 囲

よ3己の各悶は建物の換紙は良!J.1なれども目的とする労務

の こ とである 。 きれば「防空色建築」 μ 、ふ本題

l乞於て これに言及せ ねばならぬ。 これはスペイン

内高Lf ' C 於げるパルセロナの施設は最もよい誼例で

この 地設のな い ｮｬｵ ＺｧＧＺ ｾ 裂に於ける死ポーは Ｒ ＰＰ 乃至

300 名を数へ? こが、 これが完了後にあっては死者-

が皆無となっ? このである。我内務付計費: 局は「防

空会謝品築指 導要 領」を公 l乞し懇切に明示せられて

居るがi ¥i ( l 亡、本文 l乞於 て これを行略する 。

本;研筑は拡時態勢l乞於て近代織の質勢は同家織

力戦であり。これが常生産姉充は防空上の施設に

於ても軍需民需工業の進展は極めて控要で、爆資生

l乞ii する災害の防止危害の軽減と共に併進せねば

ならぬ と思考 し?こ からであ る。

2 7 1 x  



職時 11 : 於りる工場作業の蟻んなるにつれ火力に

依るものはの高温 l愛、高輝支、飛盛等を設し平蹴

及之 tて類似の工場K 於ては大なる換気作川を要す

るものあるに鑑み、モニタ ーを術大し之を M型に

改良し屋根面 ｬ て 特殊の考策され＿こ燈管銀 ｾｩ Ｂ ｈ ひて

排気商を扱大し之と共 l乙側壁lて使 ijj する吸ぷ燈管

銀を使用し共ｼ也は近ｾ＼Ｚ研究進歩せる怒蔽若手を伎 ｪ 村

する ことにより問題が解決せらるべし。殊にこれ

まで我聞に於りる防' 空施設中未ピ何人の注意をI I i 1t

〈廃の窓ガラス関口部のガラス戸は、爆撃に際し

ては全〈破壊せるが故lて本文に於て記述せるドイ

. ツに於ける告示の如〈。 一 切のガラス窓の開放を

要するといふ戦争 ドみツの賓騒を鰭得するには蹴

洲 に於ける建築物の如〈ガラス窓の外部 lて戸板、

扉板、鎧戸をつけねばならぬこ主〉なる 。 これに

して も本研究の脱管= 叙を利用すればその目的を達

ナるを得ん。更に電車、汽車、船舶共他の 交通、

運車融機聞にも戦時態勢の機能; 精進 j 二必要訣く べか

ら ｾるものなれば、斯道の専門家のみでな〈 一 般

の注意を喚起し一 日も早〈完壁を期待して止まぬ

次第でゐるそれは時局逼迫する現献に於て他力主

義や、功利主義で観望ナる却きは断然陽一某ー してft

F/j化 し1: 最良のものを時 il j してこ れを前進せしめ

ることこそ否人の責務なりと信す・るものである。

翻って吾'閤都市の現欣は防空針策上あらゆ方簡

から見て緊急: を要するものが多い。 いづれも建築

土木に属すみもの丈でも 三大の種類がゐる 。

防護計霊と して 、

j X  2 8  

l 火災の延焼防止に閥するもの

防火地医の指定、緑地帯の設定、空地区の設

定危険地域の道路改修

2 消火上必要なる施設に閥するもの

自然水利の利 jfj 、浮化水置の士曾加、貯水槽プ

ール自家用水道の設置

3 給水杜絶の場合に闘するもの

4 建築 l勿の耐火、耐爆、耐王E B j 断言、送電施設

にl制するもの

5 危険工作物の防護に闘するもの

6 避難及救護に闘するもの

康場、公国道路及隣倭市町村閥係

防空土木に属ナる計霊と して

l 地下道の新設

道路の交叉黙叉は重要地域 iと地下道の開設は

避難所と しても交通劃策主 しで も最も必要と

する

2 ノj、公図式避難所の開設

Ｓ 電話電 ｴｾＪ 泉を地下線として共同溝を作り防益

; 壕開掘を容易な らしめる

Ｔ ｾ 配水線を一方断水するも他の 水 道から透 Ｗ ｝Ｈ

しf尋せしめる

共他交通系統陀属する軍事上の要求と公衆防2さ

と併行する施設

等恒久針策 l乞 l渇するものあれど臆念封策としての

施設は凶防関策と して摘 り政府首局の計- 聾指示を

信頼する丈でなく、閤民防空を捨首する一員とし

て研究することを切望する次第である。



防 火 vと

此の前建築協合の総合で防火改修の話を相首詳

し〈巾トーげまし fこので、今 日は極 t 簡単に大惜の

お話を ｲｬｾ 上げることに止めて置きます。

日 本 ｉＺＺｾ さ製があっ ｦ こ 場合、一瞳ど う 云 」、爆渇を

持って米る ?ご ら うかと三三ふことは誰 しも ー除名へ

られ ることであ りま すが、結局焼夷弾をふ んfごん

に持って来る fごらうと想像 され るのであ b ます。

躍が現在の日本の都ili ( ま歩進建築 ;つ集留者1; "lli で、

焼夷弾 l亡到 しては残念 ながら殆ど無抵抗 と言っ て

宜いや うなも のでゐります。ぞれではならぬので

之に到して或程度の抵抗力を附りる 必要があるの

ありで ま ナ。理想Ａｾ 言 ひますれば勿論木造Ａｩｬｬ築を

全部銭筋コンク リート 建築K 直してしまふのが‘

呑灯い のであり ますが、 それは2: には出来ませぬ

ので、兎 l亡角過渡的な ー・!i 与的の糊縫策で はあ りま

すが、防空建215規則をH¥しまして、新らし、出ポ

てＪｾるものに十 ｪ ては或搾度ｊＩ防火構造を要求 しＮ

;{i :  ｾ ｋ の 既設 の ものに ＱＮ ｊ ーでは 所謂防 火 的 な 改修をす

るのでゐります。 これで は徹底し?こも のにはなり

まぬ が火災が起つ でも 成ベ〈 燃えて行 t 時11J 1を延

すと: b; ふやう な効果は充分にある語であります。

之 ｋ イ ｾ ｊ て は 、 そんな不徹底なものならば、 いっ そ

一町内で通話; 1 1 : 鋭筋コンク リー トか煉l L 等で しっ

か りしに防火壁ぞ逃勺?こら好いぢゃないか、県の

illj 内で金を 出し合ってやれば、- ijtf - -i何でやる よ

りは安〈出米 1-: る七 らうと云」、ゃな副も H¥.:，課で

ありますが、儲ーできう なっ?こ場合! とは、場所的 l亡

言ひ ますと、焼夷弾は相首集中されて法 ち芯 f ごら

うと思ひま すが、結局それぞれのブ戸ツク の中lて

焼夷弾が務ちると云ふことになりますから、そ れ

に依っ て ｉ ｉ ｾ の家は全部燃えてしまって、 ｬ 惟鍛筋コ

ンクリー トの日lj 火壁f ごりが洩る土云ふ ことになる

ピ らうと忠ひます。それではし、かぬので、矢張り

一軒一軒共の周囲を防火柿迭にすると云ふや うな

ことl乞しなりれば仕方がないのであります。尤も

桃 井少佐が話 されましに や うに 1高蛮とか 2 高護

来 Ｎ ｾ若院大阪府経築課長

つ い て

ー軒

井J: 新

とかヱミ i 、や うな焼夷蹄が一度 lて7 平方米 lて 1穫と

云」、や うな割合で落 されまし? こならば、一軒一軒

lと落 ちて、全部燃 えて しま ふ と云 ふやうなことに

なるか も失11れませぬが、さう なっ fこらもうお仕舞

で共産 まで考へて居つに ら、何も やれないのであ

ります。兎に角的つに家は或程反燃 える かも知れ

ないが隣へ延焼して行 〈のを成ベく長 びかすやう

にするのが 同的でありま す。最近防火改修を し?こ

建物が一軒.失火し まして、 燃え にのでありますが

それが方々で火災質験をやりましにやうな調子で

非 ｾ ｦｴｦ ［ ｴｌ緩り燃えまして、一良・是は辿も大盤 ｔ ごと 云

』、ので、逃出. . t _， tこ家族が暫 〈して振返ると 、一向

火の手が 上らない、是はま愛りし ｦ こ火事 ｴｾ な アと 云

」、諜で、ぽつぽつ踊って来て消火にか 、つfこと 云

ふことでゐります。非常K 綬り し?こ 火事になっ て

防火改修の戚1Jが加賀 lて現れにや うな認であ りま

す。 マア'さう 云」、式で行 きまし fこら、綿て の もの

が焼夷弾を以て皆燃え てしまふと 云ふ ことはなく

警防囲隣組の力陀依って抑へることも出来るので

はな L 、かと 思ひます。

詰 り災害を局部的に抑へることが出来るのであ

ります。こんな主旨で現在は防火改修 lじ滋身を饗

して居 る課であります。

防火改修をするには相首な金が要 ります。空襲

がなかっ?こ らそ れfごり無駄?ご といよ、人 があるかも

安11れま せぬが、O1Jへ室裂がないとしても、金を掛

げて決して無駄にならな いのであります。大阪で

は従来相首火災を受け て居る のでありま して、 平

時に於きま しで も、防火改修を して置けば非常に

有数であり ますa 中心部の舶場、島之内建りの表

過をぶらぶら歩いてよ乙ますと、大抵の2誌が表掛 り

は防火改修を して居りま して、 軒先は土塗りにな

って居り袖壁が言語山出て居ります。恰度防火改修

をされ? こ かの却〈見え ますが、 あれは屡々大阪の

人が火災の悲惨な経験を嘗 めて居るから 、そんな

構造が昔から蛮達 して氷 ?こ のであります。
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誌で大阪の大火の話を概聞各市上げ以二いと思ひま

す。大盟 250 年fft の間に大阪にはった火と名の附〈

火事が31回ありましに。共の 中でも 大 きなも のを

拾 っ て 見 ま す し 光 づ 第ー は亨保 9 年 3 月21日-'- 1二

刻 ｾｉＧｌ 全 市 の Ｔ 分 の Ｓ を 焼 い ｦ こ大火が あ りましに。こ

れを妙智雄と いふてゐます。これは堀江の金屋治

兵衛の祖母妙智が失火 しましに。 焼 失 し にIl I j 敷

408. 橋54.寺 136. 寵 敷60000 といひま すから大しTこ

火災です。

大阪に於 ては相福・大きな火事で、殆ば全部が焼

げてしまっTこ藷であります=一 次 は寛政の大火と

云ひまして、 寛政 3 年と 4 年に 2 回相首方きな火

事があ りましに。寛政 3 年は 10月10で堀江の i南北

島之内全部が焼げ誼教にして 13000、東西1'L23n1T.

南北 5 町程の聞の医主主が全部すっか り主主げましに

此の時に三津寺の八 幡様も焼り、日 本橋も焼治ち

Tこのであります一一其の翠 4 年 5 月げ 日の火事も

亦相官大きなものであ りまして、之は七郎右ヱ門

ｉ ｬｉ ｔ より出火し、 ＰＱＩ 敷 ＸＹ 、 笥毅 ＱＰＰＰＰ 、 ミ ｾＢＲＵ 、橋 ＱＰＮ

が焼失しまし fこ。御霊面土. 天満天ni 1ll が焼け、叉橋

では天神橋淀屋橋が類焼しTこのはこの火事であり

ます。

一一共の後天保 8 年に所謂大塩焼と云 i 、火災が

ありましに。是は天保8年2月19日に大塩平八郎が

兵を奉げまして、先づ天満の自分の2誌に; えを放ち

主 として舶場の富家ーの家屋、必kl ' L 土離をねらひ、

火矢、砲除玉ｾ投じまし ｔ こ。延焼 一 実衣字額きま

して湘嘗な阪境を焦土 主化しましに。

illj 教にして 112、家教にして 3389、寵 12500、土

戴411 を焼いて居ります。

一一次は文久 3 年 11 月21 日め五幸町焼主 云ふも

の白があります。五幸I l lj から出火 し ま し て 南は長堀

空堀北は安土町、北新町、 西は横堀川から 東は中

道村の範囲を焼いて居ります。 11fT敢にして87、' 家

敢にして2232i誼9000が被害を受けて居ります。

是迄は明治以前の大火の主なるものを拾っfこので

ありますが明治にな りましてからも 31 回の大火の

中10回ばかり相首な大火があります。皆様の中で

も相官ギ配の方は9.11って居られませうが、明治に

なっ てから の大阪の有名な大火は此の大火 と南の

大火であります。北の大火は l明治42年 7 月天満の

空心 IU} から出火しまして、 珍ら しく東風が非常に
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強 t 、それに煽ら れて天満、合根崎を焼失 して、

師島の五百雑漢まで焼き主f きま しTこ。共の先の田

岡で¥ もう燃える所がな し、 から 、火が止って居り

ます一一共の後間もなく ・南の大火がありましに。

それは明治45年 2 月で難波新地の風日屋の煙突か

ら盛に火の粉を吹/:Hしまして、今から考へるとお

か しい のであ りますが、共の附近に相首藁屋根が

あ れ ぞ れ に 西 風 が 強 か つTこ震に、 火災を起し、

千日 ｩｬ￭ｊ 及日本橋筋を焼き 生魂 ｾ ＧｉＧ￭ｬ￬ ｬＺ の 所まで行って

ＱＱＺ って居ります。ｾｾは約 Ｕ ＰＰＰＰ 戸ばか り焼けて居

りますが、有W/ liし、ことには大正以来はそ れ程の大

火な t 梢んで居ります。

斯う云」、風l亡、大阪では 250 年程の1 l J 11'L 31 回の

大 火 l乞λ 舞はれて居りますが、中心部では何時も

被害を受りて何回も苦汁を嘗めさせら れに結果、

是ではいかぬと云ふので、防火構造を相官に考へ

て、表側は軒から火が移り易いと云」、ので、軒3耳

石? 漆喰塗に しf こり 、或は袖: l : f i などを附( ln こりして

防火的には或る程度効果のある椋になっ て居りま

す。建築さ れfこその首時は一般道路 IL f 1面して居る

部分の防火構逃で好かつにのですが、後 11::][ の方

l乞D( R 建築物を相首に建築 してゐますから、結局

表側は相首防火的になって居るても、裏側が全〈

薪を入れ? こやうな恰好ーになって仕舞つ?このでゐり

ます。従ってどう しても 之に防火改修をやって、

裏側を表側同様にする必要がある課であります。

さうしfこ防火改修をする のにどれ位費} 1j が掛るか

と云ふと、船場、島之内の方では、己K 鋭 筋の建

物土戴等がi Y J ! J 塀も立汲な防火監と見て好いも の

でありま すので、相ri '・2誌が大 きい割合に きう 金は

掛らないのであります。 一番困るのは長家とか或

は所調建資屋が造つ?こ や うな 家であ りまして、殆

ど全部改修しなげればならぬ や うな肱態になって

居るので、さう云ょ、所が却で金を喰ょ、のであ りま

すが、現在では先つ>500悶乃至600闘見詰の金を掛

げれば改修が出来るのであります。全閣に於 げる

火災の損失高は一年K 約 2 億5000蔦園見営であり

ますが其の中大阪に於ては2千5百寓闘でありまし

て金園の火災被害高の約 l 筈IJであります。

今大阪全市械を防火的 lて修するには約 3 1. 立回程

掛るのでめ b ます。 3 倍、闘と云ふと相首大きな金

でゐ りま すが大l涯の 1年間の火災被害高から者へ



て見ます色、 3 憶固と云ょ、金は決 して無駄ではな

い と思ひます。殊に銘 Ｍ Ｊｊｾｉｌ 於ては百数十 ｴ ￰Ｂ Ｚ 闘と

云」、金を使って戦争をして居るのでめります。そ

れに封して比較的僅な金ぞかげで全閣の重要都，!T

ｾ防火改修すると去ふことは、必するしも無駄では

ないばかりでな〈、さう す ること が結局第一彩iiu亡

働〈 皇軍将士をして家は安心t: ぞと云 i 、筑持で、

十分に働かしめる所以でないかと思ひます。 さ う

云」、親 )))}iからすれば、 3 倍、聞と 云』、金は犬しにも

のでない と考へら れま す し、何と か して著 々防火

改修をやって行き ? こいと思ひます。

我々も是から 大 陀 政張る積りでありますが、皆

様も是非御協力願ひ ? こいと思ひ ます。

( 昭和16年4月21 日防空講演合連記)

- t _ ; 紫姻室 御 投 稿 に は 様 替 16 字 誌 に

お 願 ひ 数 し ます。

会 締 切 は 前 々 月 l 日 で す 。

交 掲 載 が 都 合 で 遅 れる 場 合 で も 別

に 通 知 数 し ま せ ん か ら 御 承 知 置

願 ひ ま す 。
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| 茶室巡り第九回|

京 阪 沿 線

.の 茶 室

.1. 
入 幡

大阪の茶室、大手11路の茶室を巡っ fこ筆者は次l乞

京阪治績の茶室を案内して、本年の責任をよ長し? こ

い。京阪市税には、 哲京阪の八幡 K 松花堂。新京

' 阪の山崎K 、妙菩庵の待庵〈示Ij 休灯ーみ) 及7K無i籾

前!I 宮の般心亭，( 後7 k 尾上皇の好み) があり、上桂

に西芳寺の湖南亭( 千少庵灯み〉、がある。な li 位

十とは有名な桂離宮がゐって、松琴亭、笑意軒、月

波桜等の名lfGーがあるが、これ は馬民ゆ手績が耐f到!

なので、しば ら〈敬遠し、今月は松花堂、十 月は

殻心卒、十一月は待庵、十二月 K は湘南京を訪れ

.て 、一段落をつりにいと思ふ。

松花堂昭乗は、男山八幡ＮＺｾＮ所属の号、瀧本以 ｪ の

備でゐる。昭乗は書をよく し、絡を描き、 叉茶道

和歌K 通じて、嘗時の風流入 、石川丈山、木下長

噺子、本阿弧光焼、ノj、掘遠州 、烏丸光底、江月革u

備等との交遊も深 t 、松花堂筆と して絡や書の俸

はるものが多〈、 叉その所持しfこ茶道具は八幡名

物として、名高いものがゐる。

この昭乗が晩年に隠楼し f こ庵が、二帖敷メL憾の

茶室として有名な松花堂である。

京駅線八幡で下車してケーブル電車K 乗り換へ

山J てに着い て少し歩げば、男山八幡官に達する。

近年改築さ れて威容を整へfこ朱塗の華麗な前!I祉で ・

弓矢の利1 として、出征将兵の武運長久を祈る者が

多〈 、叉正月や酋i分に破魔矢を授りられるので t

厄年の男女の参請する者が多い。

参手手を? 絡って 、ケープJ レ主反主J側の参詣道を下

って行りば、 中腹に石清水利111止があり 、清水を: ， 1こ

? こえ? 二井 もある。( 止凶.は八幡色勤講以前ーからあ

る祉で、鳥居には松花堂筆の美しい文字が見られ

る〉 、このあ ?こり には、端本坊跡、更に二、 三丁下

って泉坊跡があり、昔時宮寺の築え fこ所である。

奇怪筆者院本合編草島常fl
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の 松 堂花

間
来

男田 孝

石清水八幡宮は清和天皇の貞i四年中に字佐より

勧請し、中古以来朝野の信仰向日‘かつ?こ。イリ1¥毅が

盛んになるに及び、 八幡 :J 所属の備が多〈なり、

その宮寺は雄徳山設闘苛2 と郁し、真言宗 l乞風し、

四十八坊の多Ｇ［｜ＱｦｴＺ達し ｦ こ。此等の坊合は、八幡 Ｚ Ｚ ｾ

の回帰l 及cl-Iの谷に渉って栄え、後には、むよりも

寺の方が栄えて主客顕倒の形にな っTこから 、明治

の話rll 俳分航、燦{ 弗楽科 工、時に は、真先に槍玉 tてあ

がり、苛・は徹底的に取設され? このであっTこ。

松花堂の建物もこ の時K 壊される ことになり、

一時は 山下に移されて荒駿してゐ? こが、明治二十

四年、現在の西村芳二郎氏邸K 移され、先代芳二

郎氏が保有ーにブJ 公益されTこので、字 iて腐朽もせす・

美 し九 残ってゐる。西村氏邸は、男 山の下で、 八

幡瞬からパスで約15丁、八幡町大字志水ノj 、宇女郎

花塚 19番地である 。

移輔の際、庭園は、樹木、石組共そのま〉持米

られ? こと のことでゐるが、地形の相違 K よって、

多少鐙つ? こらしい。しかし茶室松花立は沓態合作

し整然fこる江戸初期の風格を残し てゐるのは菩 こ

ぶべきことである。な iま茶安否? 含めて庭闘は弘: 踏

に指定されてゐる 。

松花堂の建物は、- nn四方の立五賀形屋根の美

しい茶堂で、二帖敷の茶席に一帖の踏込、事目板

貼 の勝手 、 正 ｉ ｾ 坪の瓦 ＡｊＮ 設土 Ｑ ｭ が、うま ｴ 組合せてあ

る。

二帖の茶席は書院J末が南商じて、床の内壁は絞

貼となる。そ の左陀二l誌の袋戸棚がゐ って〈ノj 、棋

には松花堂筆の文が書いである) その下部は板張

となって丸櫨が切ってゐる。その li . .の持Ml 堂は米

間し、踏込 Ｍ ｩ ｬｾｩ との ｮｮ を襖二枚で仕切れ抑入の

主主K 取扱ってゐる。南は戸襖二枚で瓦敷の土|首l と

仕切り、京は阿: 子二枚引遣の貴入口となれその

外に濡僚がある。 天井は竹の薄lえ網代に胤j且の総



1.昭.. 松花堂額 ( 周囲嘱 il )

京 j憂 沿 線 の 寮 室 ・ l

八 傭

同 国

松 花

• 
堂

男

日 ｦｩ 采ｾ ， ［ｴ j丘1街前久公について御家流を是非びなほ弘法大 11mの書法定家郷の脊訟も日l 究して1 t l 特の流儀を

LUし、 j持軍家光の書道を指南し、八幡流、又は総本流と 言は れた 。なほ近街路山公本阿鋼光協と共 に

寛永の三筆と 言はれ、鬼瓦に編株主与の三字を各一字宛者u、たものが閉村家に保存されて居る。

2 松花堂ニ帖のヨ長室 ( 岡田重1 . )

主主人口の障子をはず して 東南より篤す。右の砕l旋床は内部を阪で貼りめぐら しであ る。その木が二

段の袋戸棚、この小襖には松花笠筆の文字がある。その下部は地板となり左寄りに丸焼が切ってあり

其の故に有名である。この丸峨で湯を沸か して茶を鰍てたり 、叉看終の手あぶり、宗ぬくめなどし，る

いろに使ったのであ ろう。

そのだが持働金で 、仰げであるのは松花堂悠の自前像である。偵を右に引けば、織込一利iへ山られ

る。 活ては戸被二枚で瓦般の土問へ下りられる 。侮げである松花さ訟の額は新 しいものである。

t  I X 
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3 松 花 堂 古 田 ( 都林泉名勝間合より〉

3.松花堂古闘

都林泉名勝間舎は寛政十一年秋盟飽島の著書である

から 、首時のものと 、現在の移車事さ れた絵花堂を絞べ

て見るのも興味深い。これによると現在のものは殆ん

ど幾つて居ない。 よ くm態を保存して 移さ れたもの で

ある。同悶舎には男山の:全景が附て居て石清水八幡宮

の会最ゃ、総本坊など笛; 時の様がしのばれる。なほ泉

坊及松花堂の露地の闘もある 。

4.松花堂東側闘

現在の松 花堂で古闘に建築も民主ー闘もよく似てゐる。

屋根は査葺賓形の美〈し い茶室で隊子の見える所がまま

人口 である 。

5.松花堂跡

男山の中 腹 にあ り、 北の眺望がよい所である。傾料

を拓いた関係で、敷地はあま り成くはない落葉に漣も

れて井戸が一つ残 って居る 。

I X 2  

4. 松花堂東側置 ( 数寄屋衆成より〉

5. 松 花 賞 跡 ( 問問潟良〕



6 昭 乗 の 基 ( 問問主事民〕

U. 男山の 下、 : z p . 谷町のず井勝寺にある o ＩＮｾ段上の中央がｾｩＧｬ乗の墓で

おさ 6尺2寸の五輪礁である。墓碑面には 、大阪阿 i拘日百乗、寛 永 十六

年己辰九月十八日のｾ 王 手が 刻 しで ある。

7. 松花堂側り口

西 側の外 線で、制り口から上れば一般の踏込がるる。 猪の目 形の

下地ｾは 、 勝手の明け窓で 、 こ の形 は松花 堂好 みの猪の目として名

がある 。刷り口上の額は入深の文字である

8. 瓦激土聞の飾音量

宇坪の瓦1及土問に官立が築いである。官誌のむかふに地窓を過して踏

込ー帖の制 り口が見へる。 この盤 の斜に切ったところから勝手の板

の聞に入る花燈口がつき突 き上げの襖 が建つ。右手前の占星は二帖 茶

室のー部である。此所にある音量は現代の茶逝では使』、乙とをせずに

飾 り遜として あるが、昔時は料理を緩めた り酒を暖めた りに使っ た

ものであらふ。との種の竃は高度に整備 した茶f ( f ; にはなく 、 や 与野

趣のある席に往々 見るところで。 金 関 守 の 夕 佳 亭、策本願寺の渉成

圏内の縮［主亭桂隣宮の月波利ｾ な どが乙の好例である。

7. 松花堂捌 リ口 ( 阿国務 111)

8.瓦敷 土 間 の飾 リロ

( 京都議書茶堂筋よ り〕

3  I X 
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が脱彩色で描いである。

一帖の踏込主主は附{d 前に切 られ、凶に糊り口、

ニI t K勝手に通す・る火般口がつく 3

勝手は板の間で、猪の目指の下地窓がつき置水

j長が据えてある 。

瓦敷土聞には竃が築かれ、モの外には、二枚折

の雨開戸が建ってゐるが、これは後になって取つ

り? こものらしい。土聞は開つはなしの筈でゐる。

此松花堂は、茶堂式の茶JtNとして、最も 美化さ

れ? こもので、僅か二帖の宅ではあるが、障子を開

ければ眺望もよ い 庭 ま で 扱 がつfこ室の空IUJは)b'c

i， Iりj る い こ 〉 が 昭 乗の書itfi となり苗室とな り、

茶室となり、看粧の問ともなっ fこのである。

古〈は、鴨長 ｾＱ 月の方丈、叉 ｪ￯Ｎｪ 時代 の 奈良にある

長閑堂( 本誌 7 月銃所説〉と共l亡、/J 、常生t ひの好

標本であり、現下研究される凶民住居の好参考で

ある。

この茶室で、昭釆が、行つ? こ茶事は、恐ら く、

自在無磁のものであっ? こであ らう。現代の規範的

1;' 茶室 K 於げる、喫茶を主 とし? こ窮聞な茶事でな

く、寧ろ喫茶は従となり、 書識を描き ち目立i，t:'れよ

り、! 風流を談十ることが主 となっ? こ、風流な集ま

りであっ? こと思ょ、。江戸初期 l乞於げる これ等の茶

の流義は、風流生活の主主人によって、始めて出米

ることでゐるから、凡人相手の規 則 も な い 記 述

もない。従って達人の履後は、自然に流義も泊減

して、今に俸はらないが、これこそほんとの茶の

道ずはあるまいか。現在の茶道が、瓢茶の作法技

術にのみ、とらはれてゐるかK 見えるのは、毅養

の低い者を相手 としての仕方であると思ふ。勿論

茶道は、黒占茶の作法によって訓練さるべきであっ

て、この訓練は大切で はあるが、 これが総て Y は

ない。作法は目的でな t て手此である。茶道の目

的は衣食住の全般に亘る 、生活の仕方の向上であ

ると信十る。

松花堂015併は、天正 10年、中1{i 元会11の弟として

描津K 生れ fこ。 J e. の元女11は堺に生れ、始めは喜多

川奥作と去っ? こが p 幼少より聴 lリj で、中沼家iて入

り左京と糾して、奈良に移り、興繭守2 の別賞ー乗

院門跡l乞仕え ? こ。昭梁も Je. に従って奈良に行 き中

沼家で育つ? こが、父母の名は不明である。昭乗は

ポIL 先の率 、父1かの J名、法披忌日等を 一切人 IZ: 語つ

に事が無〈、終身この事 については沈献を守つに

ので或は盟臣秀弐の落胤であるとも体えられる。

長じ て近衛 信 芳公民 仕え、 近衛 家との ｾ ｍ 係、が出米

て往復の文書 も残ってゐる。 17才の頃男 山八幡宮

の・岳苛2瀧本坊の賓乗を自li として仕へ 、賀来の淡後

は跡を 継 い ｴｾ 。

繍は官時八幡に滞在し fこ山柴 l亡場ひ' 後宋の牧援

を研究してー米をなし、後の関山fi. ff 場等lても ; 影響

を輿へてゐる。

書は、近衛信折、本阿禰光悦主共陀 寛永の三筆

と? こ〉えられ、i龍本流、或は八幡流のnlli. である。

手" 歌は、江月手u向と共K 奈良より長谷を粧τ 吉

野に遊び草: v&: より首脳，11ヘトド¥1こ大和 l 日記 lモ数多〈の

名歌を践してゐる。

茶はノ ｪ 、制連州の ｲ［ｪｾ 乞ＱＭＱ Ｑ でて、これを柴しん Ｑｾ 。

その茶令記の一つ、京都の1F- a i 4 家( もとは大阪の)

K 1J1J つ? このを記すると、

寛永九年巾 j L月二十四日 初合

む:月手u向 ノj 、遠江殴 伊 筑 後 殿

+.J 不及 i可左平太 Jむ閑宗ム;

l 茶 入 凶 司 袋 ハ ク コ ク 盆 七 賢 茶 杓玉 ノ柑

1 茶 碗 ひ ら の 1釜うは 口以下jii j之 17)( 指 4角

l かうはこ 張成 l先月民ハ棚ニ世テ

泊-*1mli折J ノ茶入

i かけ物 三筆 1{ヒ ラカン 1花白河脱

1 棚上ニ頓阿玉葉トノj 、-，'i 今ト下 ニ大獅子 ノかう

ろ

l 石菖せいじ/ はもニ こばん香合置合

この茶合は松花堂茶室の出来?こ寛永 14年より前

であるから、総本劫にあっ? こ茶安閑雲軒で行はれ

にものと忠はれる。関雲軒は瀧本坊の客殿の観き

にーある l 間半四方の茶安で、床の聞は間半で曲柱

があると記じてあるが、安;k 2年の瀧本坊出火に

より焼失 しにものである。現在も閑妥軒茶安は昭

采の 墓 所 若手 勝 ミ ｾＺ内にあるが、これは Ｔ 帖 予 志向で新

しい建物で之る。

昭乗の所持し? ここれ等の道具は、八幡名物とし

て名高〈、前記の唐物閤師茄子の茶入、均七朱七賢

人の金、遠州f尖共筒の茶杓玉の緒、義政公の御物

花白河硯などは就Eドやか ましいものである。

3 3 1 x  



昭乗が党政 14午、;除花堂{ t > 建て〉引能つ? このは

ーつの運命( 自にょっ fこものと 云はれる。即ち 、法

組父来i治、先阿賀釆- が共 I[ 卯年I[j ，墜を琵して捜し

?こので老境l乞入った自身も、数年後にせまる卯 与

が危いと感じ、方支を建て引諮っ? こ Lりであるが、

果して卯 年の寛ノk 16年 9 月18 日、 56才で艇を以っ

て淡しに。 ｾｾ ｾは八幡 ｩ ｬｬ￭ 平谷の若手勝守 Ｒ にあり ＮＴ､ 年

その日1 1 : ( 立、この寺で松花堂1??の釜がかげられる

昭乗は この茶室で、看粧し、筆院に親しみ叉. c.、

友を: t : g ｾ 、て茶事を催五、し、 心 ゆくまで 、 風流の晩

年を迭つにものと 思 はれる。長閑堂久保村長太夫利

世 ｾｨ j ¥幡の房 これを 山荘の柴となすと云って昭

乗の生活を慕ってゐるが、先々月 K 訪れ? こ長閑堂

e は松花堂を見て、 大いに宋tl1:入 れ こ れを建てに

ものであらう。

ヲ ｬ ｩＮｪｾ褒してから 、 友人の佐 川 凶 昌俊や 、茶 の 師

小剃遠州、1 ( 営時伏見奉行で近くに住んでゐ? こ〉の

心配、療病t亡手をつくしTここし又昭乗が不治の

耐と知りながら' これ等の好意 lて封して、柔順 l亡

従つに心境などは、;絵花堂J .. 人行業記 lて詳 しt 書

いである。

×  ×  ×  

なほ松花堂として 2 帖の茶室が、大阪の武志邸

にある。八幡より移輔 されに と云ふ人もあるが、

I X 3 4  

ｦｗ Ｃ はま ｦ ご 未見 Ｍｲｾ ので、民疑の程は 判 りかねる。

X 大況の 口11
ド邸!とも茶席、松花堂がゐるが、これ

は
l
り1治になってから建つにも ので、松花常の灯み

をおしである。

松花堂寸法 CliBfn15年 間 13日 間 間 例 。

@北 側

害 ｉｴ ｽ ｾＪ 削以 Ｎ Ｑ Ｕ 蹴込板 I詞 .59 ) 示奥行 1.42

11¥1口 3. 0 務掛セイ . 15 床の間内法治j サ 5. 05

務掛.1ソj 、1!，1: .39 天井廻縁セ イ .13 Hミ位釘天

板 ョリ 2. 3 J てリ袋戸棚上 ノ:分内法高 1. 4  11¥J 

日2.98 Ｂ Ｎ Ｑ 敷居セイ Ｎ ＱＲＵ 袋戸棚 ｾ ｩ Ｎ Ｑ ノ分内法函 ｩ

サ 2.625 "J 敷居セ イ . 12 中敷居ョ リ地板起の

アキ 1.5 一枚棚 7x 9 厚 06地紋ョリ 1.0

Ｑ Ｍ Ｎ リ丸 協怨ｾ .95  

② 西 側

持M; 堂粧セイ .265 繍込板巾 .85 持1111堂奥

行 1.6 - ; 7 スマ引泣内法治j 5.51 小 壁 .65 寵

西ノ i也窓両 1.68

③ ぷ 側

jJI 入口内法「白j 5. 51 土問瓦上端 ョリjぷ出j 1. 72 

④ 共 他

踏込ノ削リ口内法泊i 2.97  111 2.35 



夜 皐 な

ヌド迦から夜5裂がない。単〈家にか

へって先づ冷いビ ール を一本のみ、

机の上にーばいつみかさねてあった

待籍、雑誌を整裂 した。今朝で漸く

ro;!H野」といA、純文を書きあげたか

らである。阪念沿線、武j車之廷では此

頃よ く. 夜明 け方にほ と L ぎす がな

く、 今朝も聞いた 、 「ほと込ぎすが

ないてゐ るあれがそうだ」 とね どこ

で子供達に教へた「聞いた 、聞いた J

と答へる。

籾1I 回幽男氏の文 によれば東京のま

ん巾でもほと L ぎすは鳴 〈ことが あ

るといふ。大阪ではどうか、大阪で

は前夜中に 、かはずの鳴くのを悶 v 、

たことがあ る。

「夜桜がないと私迄のんび りるす。

夜穆がなかっ たら長生きする やろJ

と言震がいふ。

夜と して は、久 しぶ りK 書衡の机

にむかつて、7月続の「建築世界」を

みる。図版を ひと 湿 りみて該 国周忠

氏の武者窓の批評を讃む。普から氏

の女Z誌は遁波す る。書評 といへども

うまいものである。樹首の年期と天

分のゆ たかさのためである。

次に河野郎夫氏の「新設明木，宣 ト

ラスに就いて ｊ を諌む。 ζ れはＱＮｾＮが

先頃新興木構造患と u、」、舎を 出し た

ので商資m識から熱誠する。氏が北

野中接出といふととを知り 、辛l、のう

込
4

」

次に、係国興重郎氏の「民族的使

越淑」とい」、論文集をめくる 。序文

と第ーの文である「醤 論」を 可成 り

ゆっ 〈り 讃む。 日本歴史の建設、 閥

民文芸詳の問題と日本の古典文桜、 明

ちの子供も 二人共、北野中療に遁つ 治天皇の御集について、女埋葬と教養

てゐることから何か しら一種の した をザツト積む、いってゐることは激

しみを感ずる 、人情とい』、のは妙な 想 し得るやうな気がする。 保田氏の

ものである。 既刊の文集は殆ど目を過 してゐるの

次に菊地重郎氏 の「工業建築のー で、大がu、この本の外の女 も讃 まな、

野iiniJ をぎっと 目を通す、 乙れは題 〈つでもなにを云ってゐるかわかる

目及び内容の概略 を記 協 して置けば やうな策がする。批評家 とい」、のは

よい のである。 皆文章がなんか、 ぎごちない新 し味

ゑ: に力般の懸賞問題をみる。建築 があってピツタリこぬ。初期の小 林

i仕界の力訟の問題を 4J) オを 超へた私 秀 雄に しても芳賀凶にして も皆文章

が見る といっ たら人が不思議に思ふ に〈 せがある。小林氏の偉大さをほ

か知らないが、力感を講義 してゐる ん とうに 知った のは氏の「ドス トヱ

ので、 乙れ も商資柄かい・つでもチ ヨ フスキーの生活」 を誠んでからだ、

ツ トは見る。い つも貸用性がとぼ し 氏の第一、第二の文蕊評論も出た笛

いや うな且め ん どう な ものだなあ と 時叙んだか、何んだかピツタリせな

いふのが私には落ちであ るが、 乙の かった、氏のドス トヱ 7 スキ ーには

月な ど、 ほん とう に感動 した。日本の批評文

( 1) 張関5. 5m梁間隔 1.8mの事務 患 では 、明1冶以来この沓ほどのもの

所木造床梁の筋商を決定せよ。但 し はないで b う。とれに 〈らべると保

用材は日本松、床仕上は板張 V，r リ 田氏はまだまだあまい。

ノ リウム」凝 りとす、 次に昨日の目般にほと ん ど字分以

といふ極めてやさ しそうなのがで よ議んだ「サミ エル ・ヂヨンスン体」

てゐ る。 との問題の 山は なん だら う の昨 日のつどきを讃む、 1763年 の 記

と不思議に思ったりする。 ｾ ｪ［ｉＺでこの著者ポズ＿エルがヂヨンス

ヨたに本日着いた「基礎研究」の第7 ンに始めて合った年で鋒端念に勢を

盟主一通 りめ〈って みる。宮部博士の ます あた りであ る。ヂヨス ン博士は

肩書が名古屋帝大教授になってゐる 箱、の好 奇な人の一人で、十年も以前

のが自につ く。地質工耳鼻演脅問題 と に石田 ;憲次博士の「ジヨスン博士と

いふのが 4 問題あ り、 これ又解答 が その群れ」 を叡み、! 感動 した所は議

つけてある。これは面白いこ与るみ きぬいてある。その後、研究祉の英

と思ふ。内容はいつか讃む事にする 米女人仰の 「ヂヨ ンスン」も讃み、

晩

堀
士

口口 甚
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古いものでは 内問; 月程のものまでぷ ある が、 これよ り箇白い 、 ゲーテの

んだ が、 ボズウエルのジョンスン i事 対話も以前岩波で、 「ゲーテとの封

は これ守ーの笹本故、讃みたいとかね 話ー抄」と して岩波文 J，J ，に出 したが、

がね思って ゐ た も の で あ る 。 実 新 この頃また抄でなく令滞を[ r . i J じ岩波

の教 科帯に な っ て ゐ る 抄本はチヨ 文 庫 に出 しつ L ある。私は王手陽堂か

ツ 卜讃んだ& ことがあるが、こ れは抄 ら出 した四六判上製の 三 j;1十本をもっ

本でみる。 :金浮が出 るとい」、ので 、 てゐるがこの方、 どれだけ本の感じ

この先波女怖がいつ苦手腕に くるかと がよい古A 知れぬ。その上流者も同 じ

[日I 出l も本屋 l亡たずねたものである。 で ある。 しかるに会i励金のものは Jf i

漸 く大阪へは- i 1i，日きた。なかなか ねl の初期是切 りで夜! どに 出 た。* の

面 白い、 近来誠んだ本 の中 、 これt'i¥ 運命も慢なものでみるつ

浦、白いものはない。エ ツケノレマンの 讃脊のあとでこの一文必 f たら l F-

「ゲ ーテ とのl J ui J のや うなもので 後 十 時 になっ た。

洋 家 話 ( 第 3 制〉
具 の

区ザンチン、アラベスク・ロマネスクの家具

1[';: 
故尾

前編でギリンヤ 、 ロー マの家具に ( 571- 6 32) が恒i款を J8l め、 此虎に

就 ，、て 申上げま したので、 j" f . 家具の 指却なサラセン文化〈アラベスク検

l淫史は更 に ピザ y チン 、 ロマネスク 様〉がまｾｪ，Ｚ :&: しま した。

に ［ｦｾ み ます。 叉、 洋家具史には[ 白ts:'ーには影響あ

ギ リj 十、 ローマ混合式の所調グ りませんがアラ ビア数字 ・・ ・… 1.2. 3.

レコ 、 ロマン式から このピザンチン の文字が、 この時出稼たのでありま

- ロマネ スクまでには永い時間が然

治 して居 りま して、 四il!; 紀から六世t

紀に ｗ Ａｈ 証 Ｏｪ 艇が ｬ ｾ 華文芸事。術Ｈメ ロヴ

アンヂアン 時 代) 民I /J 原始; ) J ; ' i 士重E術

〔カロリ ンヂアン 時 代〉及前期 ロマ

ネ スク時代を 絞 泌 致 したのであ りま

して 我 閣 と 時 代 の 対 照 を 致 します

と、制I武天皇の御卸位後数百年1 のl時

代に相 ilii 致 して居 ります。

す 。( 第3脳l参照〉

エヂプ ト、 シ リア44ーに建立された

多 くの寺院の Iやでも 、 コンスタンナ

ノープんのサン ト・;1 7 イ - ;. ，yj淀や

伊 大利 のラグエンナの 、 サング イ タ

ノレ寺院は 、後に来 るロマネスク若草術

に深い影響を奥へたのであります。

洋家具史から申 しましても此時代

は暗黒時代で、労; 数上の乎・!JJJ 、 叉は

不絢iの職酬で、 ギリシヤローマの文

この問、 ノ、ンエパノレ、 スキピオ等

現は れ、 ν ーザ 一、 クレ オパ トラの

物語 があ りますが、 コンスタンチ貝

λ 大王 がピ ザンチ ンに閣都を定め、

( 西 経323年 ) ( 仁徳形十一年〉後年

ピザン チン'府闘 の 礎を作り ま したの

で、 家具にピザンチ ンの家具がある

ので ご ざい ます。( 潟良第 ! 、第2 )

一方 キ リエ ト数 以 外 に洋家具史に

忘れる 事 が出 ない のは 、 マホ メツド 3.  

也

2.  

化; ま磁援され採Nl I 11されて、貨物で伐

ってゐるものは皆石材製 で、 材木製

のものは一つもあ りません。

その七、手平家具は峨争や争IJaの北さ

から; 益げたり 、持ち運ぶj ; t に皆丈夫

な部 Ht いもので出来てゐたと確信出

旅るのでどざいます。

之 3 4- S b 7 8 9 o
l島

A  

，ｾ予が ｬｦ｢ＱＸ ラ。
アラビア守 ｡ｾ 長包苛、仇、ｾも
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4.  5  

この時 ｦ｜ＺＺ ｾ

次のゴシック

時代のｾｾ日きに

なる鼠々の ＱＱｾ

J去が出来、ゴ

シックり先制

をなす 蹄形 73

i姦形を作り 、

この代表:'( Jな

建築がグラナ

グのアノレハ ン

プラ ｾｾｭｴ で あ

その暗黒時 f¥;; を通 じて宗教家のみ ります。

が文明とか謀術を保持してゐま した 取、 このマホメツ ドの宗教は似 i象

ので、・寺院の建築の銭に作られる家 の52手f を祭 じましたのでサラ七ン女

共なので皆、家数的の浮彫や篠僚や ｦ じ ＷＮＩ ＣＮ￯ｾには 、 人 ＱＱ 司 や動物 ｄ 模様 化

構成のもの込みで、大衆は日本の民 したものやこれに近い約百Eも彫刻も

毒事の「げでもの」に似た質素な部 j享 どさ、、ま主主ん。幾何務的なアラベユ

いものであった事は給郵や彫刻で知 ク模様は家肇な花や唐草僕絞の配位

る惑が出来まナ。ですから 、 ピザン で出来て居りますので、家具史との

チン及ロマネスク時代の洋家具を設 胸速するものはスペイン家具ゃ、 ィ

現するには タリ一家具に見る織物や人法民主去の

1. 初 期宗教的 なも のであった事 俊明がめり 、 それを装飾に月] ひた続

2.製が互大でぷ lfj. " 、ものでゐった 政 や 織f 担JE・がありますが、私共日本

事 人の是s! . J 、から申しますと 、 アラベス

であります。 ク検桜は骨量りに綾雑草遜すぎると忠

これと同時代の前記サラセンし文 はれます。

化はアラピア数字の他に、敏感的に この :1年代の特性は文化i斬〈硲け束

は十進法、代敏尽を二次方程式より 洋と凶伴の混交を見出す事が出来る

四次プJ 程式まで進め、球匝百三角法、 と阿 ｩ 時 に 、 ｾ ｊ Ｍｾ 致ＧｹＭ ｊ 完成に ｪ 日 付さ「似

物種落下の法J l I J のia見、 アルコ ーノレ

硝 殿、統直堂、火薬、羅針盤を支那よ

り 総入 し 、 Ａｾｬ 型畿、哲母 、 言語母 、

天文耳鼻毒事を霊童淫させましたので建築

は非常に至主主主致しました。

6. 

準」が出来た桜に息はれます。

家具史と云まものは悠築史と共に

i色化妥燥するものであるので 、建 築

史を隣れて家具を餌究する事は不 ロf

協 で ど ざい ます。

7.  

で、 この! 時代の家 兵は 、屋 恨 の 先

が尖り 、小さい窓から僅かに光線が

流込む宰. に主主E長な者きで祈る{ 曾! 日の震

の家具が代表 して居ります。

( 第4、第 九 第6)

そ してこの 鴻黒時代を J&i ぎますと

家具史も未明 いら曙になって来て、

伊大利は伊太利、ドイツはドイツと

次第に家具の特性が民' mの犠々特色

を現は して来るのでござ u、ます。 商

略紀' i t ヒ百' f . で 、家具の正習 が迫っ て

君主 りました。

では ロマネスクの家具の部分的に

説 明 殺 しませう。

前 立sの主まに現存する家具は 、すべ

て石材喫ですが、首 時 i:l:木材裂のも

のがゐった事は色々の烈由で判明 し

h 寺、ごラ

8. 

九時笠

9. 

世温rFラ，

理
ぬ 事主主

3 7 ，耳



て居ります。 cathedral chair と同じです。

戸棚 は ( 第7悶〉 授 叫 lっ た板 をお 寺院内の家具 を総 務 して寺院家具

でつな ぎ合せ、木 や銭 の棋で 止 めて ( A¥1B ONS) と申します。

作り ま した。 叉、 特 長のあ る もの に洗 松盤 があ

首;時は釘叉は捻釘 が由来て居 りま りまして 、現 代では洗櫨は形式的 に

せんで したので 、:令部 鋲止めで作 り 7k を掛け る程度で す が省時は洗穏盤

ま したので、 餓番で 堂々 と装飾 きれ ば 現代のよりヅツと大き く深 い 術 校

鑓の帯金が扉 を拘1え居 ります。 をして丸形四角形長方形と色々どざ

ヅフ ア v • ヅゅ ー

戸 棚 類 で は 箪 笥 脚 附戸棚 いま した。( 第9岡〉

ア ーモ7 -

皿 初 ( 勝1捌〉等があ りま して、全部 唯再三 申上げる採に石材のものだ

木材製であったと思考致 します。 けが原存 して居 り、それも 寺院関係

シ エ < ' " ー ル

椅 子 は C HA IE RE S 又はシ エーノレ の もの込みが多いので、家具史中の

英語の chair でこれは家の主人又は 最も種類の少い時代でごさf います。

来客の席と したものです。 これでピザンチン 、ロ マネ スクを

椅子の中で寺に使用 したものを 、 終 り次 編 は ゴ V ツクの家具 を申上げ

カ ヂ 与 ラ

f曾正椅子 ( C AT HE DR A) ( 第8間〕 ます。

があ ります。 現代 のカテド、ラ英言語の

防 空 建 築 に 就 て

1 防 空 の 方 策

我が開 2円以来外敵を関内に領土内

に一 歩 も入る事を許 さなかっ た。 そ

の恩海を受けてか、紳閣日本の名に

於て我が閣民は後 りにも タ卜敵を侮り

過 ぎては 居な いだろうか言ひ換へれ

ば官事 りに も験号事に無関 JLi、ではなから

うか。現今の耳真宗・ それは、 最 早 や 昔

の人封人 の耳誌ではな 〈航空技術に依

る立健職へと展開 して行 っ て居る。

今' 自の職では 、 如何にー閣の兵隊が

勇猛 果敢に して、 卓超せる空軍を有

するも一機 を も閑土上 を飛朔するこ

とを 許 さぬ事は先づ不 可能 と 考へ ら

れ ます。 されば斯う したJ伏況と 、航

空 力を如 何にし て 防いだならば関民

は安 織とした 録分で明日への生業に

活動を縦 けて行く事が出来るだろ う

か。防 ｾ にはこ種の方 策 が樹てられ

て居 る、 印ち務総的方 法 と消極的方

法とがこれである 、 この新組的方法

とは先づ敵に先じて敵の恨 勝地を 燦

IX 3 8  

富田

破 する事に依っ て、 敵の出』与をくぢ

きさE裂をして不 可能 なら しめ る事 、

他には関土外に於て i夜ひを 交へて i故

機を関土内に入れざる事とあるが、

乙れも容易の事でな い。 これに反し

て消橡たるや敵の主主主要する であろう

と考へる 、大 都市主 要地駄 に節々 の

設 備 を設けて閣内に戎は都市に侵 入

する 敵機を防< + 方法でこれは多額 多

様の機械に方法が論 じ考案 されて 居

るが、 これは到底完全に 防 〈。ことは

出 来ない斯〈 、如何ともし難い今 日

一度敵の飛有機に見舞れたなれば焼

夷郊に瓦斯揮に必ず威力を 宮菱銀 され

て、築 撃 を極ゐる都市も街 も1-!:i土と

イヒ して しま」、。

斯 うし た惨i伏を対して 近 代都市が

備へねばな らぬ防備は、 先づ都市 を

構成する建築物に就いて完全に 近い

防備 を施こさねばならぬ。之に卒行

して監視 哨、 サイレン綱、通 信機関

の完 備及水道、 瓦耳rr、電 気古量殺 の安

金 ｬ￬ｪｴ 保 、 は て は消火栓貯 ＷＱ＼ｾ 昔 、 Ｗｫ 源

伶 の防火施設の装備は充分賀行 され

て居らねばならぬ。我閣の近代都市

を底 徹 して 見るに、そ の90% までが

木 造建築である。 この都市 が一度 空

襲さ れた な らば見る見 る中に焦土 と

化してし まふ事は擬 ひ もな い事であ

る。との悲 惨 を逃がれる 低 めには先

づ木 造建築を燃へな い採にしなけれ

ばならぬ。 ｾ ｛ｬち 防 火建築 等 に改める

事に依って教 はねばならぬ。各 人 が

各人の家を防j ( 施設にする事に依 っ

て官11市の 防火を 施 こさなければなら

な い。 現 に限 の澄り見る支那の煉瓦

建築の燃焼するが如きものがないに

も拘らず、其の被害はニユース 等 で

見られる遁り であ る。斯うしたy見地 。

を見るとき、先づ防空建築を 閣 内主

姿都市に行き 渡 らせ皮 い。これに腕

しては先年来建築耳鼻舎がタク トを取

っ て防火改修を各地に施 して、これ

情 が貫 徹 を計って居る。この 民 意とｾ

草書の凌 さを考 乍て用意 周 到なる防空

建築を防火改修 を貧施して fa: さ皮ぃ

ものであ る。

2 防 空 的 都 市計 軍

者11市 の 機 築地設は 郷市-;r l"!ti の内容

を鴛す ものである 。 され ば 都市 が敵

機の空襲の防寄よ り免 る >.13めの施

設は 、 ｾ ｉｬｦｬ 市 計 惜の 重 要 なる事項であ

る 。斯 うした 耳 ￬ｾ 性 を有 って来れば

こ 与に生ずる 事 は 訪Z主的都 市 の 計賓

があ る、 防空的計 技都市計 fitは主と

して都 市 のi線開 と主要施設 の分 散 並

に都市形態に就きて考察せら る L 様

κ 思 ふ。

我 閥都市 に 於ては爆q車、焼 夷 婦、

瓦j例理の夫々に及 び、其の 同時 的被

害ーにf，J して我関木浩都市の脆弱性の

紳 強、針 策 を 忘4もては防空都 市計 廷

は有 り得 ない ことを 強 く思 ば ね ばな

らぬと思ふ。

今これを タト閣に就きて見るに 、狽

主主に jjさでは防空的理想都市 の民集 が

1933年ノ、 y スシヨツスベルガーに由主



って鴛されて居ります。そしてポ ー ると思ふ。現下 の虎耐火木材、 耐火 にも 拘ら ず相誌の火 災を 伶ふて居 り

ノレゲオルフ の工業地域の分散居住地 按料の! I I 慣が関民は徹底して いない ます。 斯う した 見地か ら考察する に

域の術」孟都市への移行衛星都市内の 様に思ふ。こ れ は業者を してもっ と 木{ 綜; 金建築の如1< 、焼夷郊 に依って

街路方面を考慮 したる自然消毒4 都市 理解せ しめ る必要が有ると思ふ。 こ さへ穴があくものであれば至極〈術

の密度減少を 紹介 し、 ポーチエの高 れと同時に改修の要領を施工に前る 1;' 1. に片付ける事が出来る 、然 か も建

層建築 fヒに依る 悠天t m: 都市を rt 認さ し 百 ￭ Ｇ ｾｾ 者にう ん と理解せ し める事も他 物を骨置が燃焼物で榊迭 されて 居れ ば

ノレ ・コルピ ヂエ ーのアノレヂユの建築 面必要な る事と思ふ。 非 Ｇ￬ｾ ・ によ く 燃へる。今 一機が見詰・も

計mを示して瑳忽都市の形式を 主sべ
だが一方高 層建築の如き空襲に際

なく務したものが人家に詰・ったとす

て居ります。それに依ると 、 ( 1) 者11
して 、先づ以 て対前に低かれるもの

れば 、 そ の家は忽ち主主 火する ｾ 火ナ

市の密度減少( 2 ) 放射線裂の都市 が案外この方面の事に考慮が扮はれ
ればその家を中心として周形に四周

鎖大( 3 ) 放射線 型中心地の 高層 建 て居ないの は心細1い惑であ る。斯う
が明るくなる 。乙の 明るい虎と暗い

築 化 を 一 面 *;認、ナると共に此の欠勤 した建物は一日も早〈笛建物の所有
民主との限界に更に一つを 落せば、夏

が飽まで中樋地lilaの存在に有りとし する地下室、 或は Z童話4・の主主所に建物
に綴太すると云った採に 、 これを 繰

之に 1.l(;る に p 中継地w ; を分散するシ 中に勤務する人を収容し得るだけの
返す専に 依 って全焼に節せしめる事

リウ チンの平野妹都市の手Ij 駄を述べて 用;包と施設を完備して泣かねばいけ
が可能であるとすればー暦緊厳して

居る。 ないと恩ふ。工場建築の jJl， J伏を見る
防火建築 を施す事が必要になって来

J又既設都市の改造 にはクネノレラー iC、 これも i!f 査を踏んだ集中式の建
る。斯 く火 災の影響が不 燃性の煉瓦

の唱へる集合切線、 邸ち現在交通繍 物に依って居る 、 これは一皮空襲 さ
建築でさへ可成 り大で あることを考

の中に少し Eコ短かい交通線路を設け
れたなれば貨に惨たるものとなるに へれば、木博迭の関民たる吾等はー

都市の遠距離交通及び: 金高速交通 と
相違ない。斯うした建物の奴る べき 府これが改修に拍車をか〈べきだと

一つ の集合切線に総括し 、 乙の附近
建築法としては先ず分散疎開の様式

，恩』、。

地に高地微に; 伏都市を 設け共の中間
に依って建築せねばならぬと'恩ふ。

5 支郊に於ける防空建築

には巡絡せる自由g M地帯を存泣する
森休地1貯の刻用、仮装主事今後に重量さ

ことに依り 、低設省11市 を漸次に改造

れたる問題と考へまナ。

支那の建築は前にも云った如く殆

せん とする試みを推貸してh居る。 m

んど全部が煉瓦建築で あるか ら、一

4 煉 瓦建 築と空爆

Tf.u主襲された なれば直接命中した建

くの如く都市計置の重大性を考ふる

煉瓦構造は補強 を施 さな いからに 築物} ; t 勿論の事、 この援動に依 って

とき都市計滋と地方計よ在、防gg とは

は非常に脆い事は )ii J 知の事 と思ふ。 溢 りー商に破喜重 されて居る。斯うし

vリi殺すべからさ' る側係にある事を 銘

支那の虫日〈木材に乏しい 闘では、煉 た事 を自挺してか防空と云う事には

記せねばならぬと思ふ。

瓦で建築をする万が主主かに安債な建 可成 り紳絞を銑ら し、特に燦袋にN

5 防 盆建築の賓欽を見て 築主主です む、然も中には 日乾燥瓦で しては| 笥笛考慮されて居る系j也に於

我聞に於ける防空建築の質般を見 構造した家など津山有 ります。 こう ては 、班鈷 式色彩 を以て 街全慌 を鍛

るに、其の施設設備に未だ幼稚なる した煉瓦構造の家を感築ナるに 際 し 後して居る 、他虎に於ては工場を分

域 を股せず、 1買に心細い至りである て煉瓦と煉瓦を漆ツ食で積んで行き 倣i sI !IJH式に建設 して b るもの も見ら

が、幸に してil:j l : 鐙以来防空建築の主主 補強と云」、事を考へませんが之は勿 れ中 には 、全部市の建物をドス mく

がいよいよ活躍査に現れて様、先づ防 E命地援力 と 云ふ事を考慮に人れな い 倹 りつぶ したものもあれば、 高層建

空には防火改修よ りJ止を遜めねばな
民主の工事であ れ こう云ふ非常に筒 築の ilt 盛( バノレコニー 〉の上部に竹を

らないと云ふ見地から 、主要都市に 略な施工を以て行った建築物だけに
一面に張 り廻らし 、i敏機より 其存在

1l' て改修工事が究施され来た f在者 が
一 度主主援に見舞られるとその政援の を凝 袋すると同時に 、爆却の飛来を

見分せる 、東京金津町の防火改修は
皮は非滞なもので、殆と んど影を認

考慮 した もの等種々貧猷 を見分 した

先づ市民をして鐙 ｾ に叉貨物見本に める 事 が 出来ないものになります。
特に主主の号| かれたのは防火 壁の技術

よき手本を示せるものとして否努 は 娘、聞に依って破壊されるのは極底的
であ る支那の建築は煉瓦建築 で防火

迎へてゐる。然 し防空建築r.t 視の制 であるが、之に依っ て起る振動力 の
と云』、盟古は古車 り重き if.i: < 必要を感じ

定に依って今後の建物は i百々 墜主主な 影響で目地から白地へ と目地割れが ないにも拘らず、支那岡家の幹部で

防空建築に澄燥して行く ｾｊ と思 』、が して1政援されて居 ります。燦瓦建築 は防空 と云ふ事に先立つ て防火 と云

改修に倒 して は今後にまつものが有
であるから燃焼物は殆 とんどな いの

ふ ｾ［ｊＧ ｴ に考へたらし く 町と去ふｉ｡ ｔ には
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どこ も一様に大き℃戎は小さく防火

壁らしいものを遣って小プロックに

対しての防火設備を施して居る事は

意外であった 、 たが未だ i防火 ifI( 料を

以て施工したものは 見られな い。

6 防護室及防空域

建物そのもの L 残存するものが少

数で ψ るから 、 防波室のｾ物 ｩ 伏況を

はっきりと見る事は出来な v 、が、然

し僅かに残る建物に就き てこれを見

壊するに支那に於ける tf;l 婿建築は勿

論の事 、結ー週一般の建物に就いても

可成 り幣備 された防護室を見る事が

出来 ます。高島幸建築は各階に従事す

る人々は一度空襲のサイレンが報ぜ 依って普賢造され、掩蔽部は五O 糎内

られ込 ば雨ーちにこの防護室町些総出 部の潟さは 2 米位に してー倒宛りの

来る絞である 、昔日の面影が i'i. lばれ 牧容人員2J 人乃至::;0人iil: !収容出来る

ます。 j抱階の防護家の設備は J温風抗 ものもめれ ば 10人位 の小 規 模 のもの

防毒民 にその盤備された残骸を見る も有る 、 都合 ｊ 也を＼ｽｪｻｾれた ｪｬ ｨＩｊ のもの

事が 出来ます 。防ｾ ［ ［が ま防護室に比 は摘土 5 :if. /J 米積土45立 }J フ1との:僚造

して; l l i かに 多数を見る事が出来 正す を以て巡られて居る 、 これらの総べ

先づいI民主の街にも部落にも各側人の て掩純% は革を生へてよ: 京よ りから

家にも徹底した防空 l表並; 設備さ れて の前後を搬す る事に叡を向けてある

居 ります。一書多い様式と してはI ftf i折うした t { ljj ; を見事 して今一 層日本

経製の地下式を採用 して溢ら れて居 閥民の防空への認識を深めて姪かね

ります 壕 中には対面式に坐席を 設け ばならぬと思ふコこの使命を徹底到

て、長時調も堪ふる如く考慮を扮ひ 骨平せ しめるのが筑後の建築家に架せ

である横道は殆とんど令部が煉 li に られ た守 習でめると 思ふ。( 以ヒ )

7 月続掲載記事中主主戸久氏執筆 rj!I Ut 日71' : 城郭に於げ る防術的施設 J 中編斡係の

取扱不注意から間版と説明の相還があ り ま し たのでｴｉｬｾ者城戸久氏の御注意に依

り下況の; 酪 りE 設相表 i渇章trJc しました悪し刀〉ら ず御;涼怒願 ひ :主す。

正 謀 表

頁 設 IE  

12 カット窮民呑競なし 13 . 彦 根 城

I1 
院 J客 10. 松 江 城

14 4. 丸 岡 城 5. 丸 岡 城

I1 
う， . J 二野 城 4. 上 野 城

15 7. 名古屋城 8. 名古屋披

16 ＸＮ 必 ｾ ￎ Ｚ 城 7. 絵 江 城

17 10 大 ffi 城 11 . 大 垣 披

pc 4 Q  
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従 七 イI/.

員

朝 永 因 究 郎 氏

昭和 16年 8 月 5 日合日朝永i利次郎

氏病を以て長逝せらる。 i旬に哀悼 に

繋へず主主に照宵と略歴を揚げ諮みて

ijj 窓 を表す

1.氏は明治 12年 6 月[4日佐賀県f、杵島

$ 江北 村大字上小 聞 に 生 る

l 明 ;行 '; J 年6月金 川工 務乃/i ' に入所

1.向 。 半4 月土木建築税負業自営

! 大正: 3年 4 月大阪府: 1 ( . 今宵椴工与

省民 ".・.::;: ・イ。 郵E

t 罰 訂正ＮＮＮ ｾ目、

一 一

名 替 の 戦 死 者

令 員

向 山 友 次 郎 兵 長

出 生 地

昭 和 10 年 3 月

同 ;4 年 4 月

同 年 4 月

同 年 6 月

同 ｬ ￩ 年ＧＮｾＮ :1 4  EI  

校教書誌に任ぜ らる

l 同 12年 4 月再び靭永建築工務所自

密 今 日に至る

1. 昭 和16年8月5日牛後 i 1  ｾ寺 Ｕ Ｕ 分 心 臓

病にで逝去 ｾｊＺ年 Ｖ Ｓ 歳

常 務 曾 〈第 ;4回〉

時 7 月15 日午後 6 時 IOj} - 9時

i5ラ子

所 陳 列 易

出席者理事労ー」二日IJ 合 長、今体問l

合 長

議 事

常 務 北 垣 主記、 中西主2己

芝 悶 主 計、 松久保主

計 、 大下縄 線、 小 林

繍 斡

i 建築新般市j に闘する針策の件

2 記念事業に関する件

3 建 築標準用語に闘する件

4  i羽締幹事干すよ り幹事委鴨方要求

のイ牛

5 雇採用に闘する件

6 舎 民 詮 衡

ｾｾｬ＠ { i  

! 記念事業経過報告

2 建築聯合協議委只合終1巡視ifb

大 阪 府 北f予内部門浜町 f字r"]

民1198幸子地

凶野田級エ穆絞建築科卒業

日本包建株式含枇に入枇

日本建築 Ihh舎合員に入合

lil (J正

北 支 Ｏｪ 面 に於て ｾ ｲ ｅ

3 出征 、 勝者世報告

常 務 曾 ( 第 15回〕

時 8月4目午後C後 20j j - S時 30

う〉

m 陳列場

出 稿 者 裂 事 今;体罰j 合 長

常務 池 田主 記、 北垣 主宮己

議 事

玉置 主 記、中 113主 自己

薮 中 主 砲、持l本主討

を 国 主 計、松 久 保 主

計 、大下繍;降、小 隊

編 棒、増 井編 斡

! 日1)立2う周 i手記念事業幹事合設佐

並に幹事委婦の件

2 新殺制委員舎各部令専門委員委

喝 の 件

Ｓ 雑誌 ｊ ｾＱｾ 双敏 ひに闘する 件

4 雇探用に附する f牛

5 合 員 詮 衡

報 告

l 高島屋百年 史寄附受付の件

2  6月分合計報告

3  16年 度 第 l 回合計検査終 了 報告

4 記念事業経治報告

5  UHE、 入管、属医徴、 l検隊報告

4 1  I X 



鶴市武器産促塗幹事曾 ( 第6回〉

時 7月21日午後6時一8時

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 池 田

常 任 幹 事 井 上

幹 事 大 野、玉置、谷

寺岡、樋 旬、的場

吉岡

l 空防講演舎開催に関する最後的

検討

記念事業住宅展幹事曾 ( 第 l 回〉

時 7丹14 日午後6時- ! i 時

所 内l列場

出 席 者 幹 事 岩 佐、問問 、 岡部、

小 林、島田 、鈴木、

中西、稽山、松久保

l 幹事長互選の件

中西六郎氏首選

l 設計園祭懸賞募集の件

l 現場規祭の件

創立25周年配念事察幹事曾( 第 i 回〉

時 8月11日午後6時30分- 8 時

所 陳列場

出 席 者 幹 事 井 上、今 林、岡問 、

須 賀、中西、冨土問

松久保、松本、薮中

山脇

l 幹事長互選 の件

井上新二氏首選

l 常任幹事互選の件

幹事長に一任

l 記念事業内容検討の件

l 資金募集の件

建築新組制各節曾 〈第 l 回〉

時 8月12 日午後6時- 8時30分

所 アラスカ別室

l 各都合主査並に幹事互選の件

Ｍ ｆ ｾ ￪ の 通 り 夫々嘗選

第一部舎( 官廃行政〉

主 査 ま官主堂衣郎氏

幹 事 竹 内 佐 卒 治 氏

第二都合〈官隙管繕 〕

主査 川 口 一 二氏

幹 事 伊 藤 和 夫 氏

第三都合〈設計業務〉

I X  4 2  

主 査 池 田 貨氏

幹 事 池 田谷久吉氏

第四都合( 施工業務 〕

主 査 渡 部 支 吾 氏

幹 事 伊 東 宗 太 郎 氏

第五都合〈建築閣僚〉

主 査 絵 本 儀 八氏

幹 事 谷 民 厳氏

第六部舎 f 畢校関係 〉

主 査 坂 静 雄 氏

幹 事 篠 原 太 郎 氏

第七都合( 建築材料〉

主 査 佐 藤E 次郎氏

幹 事 奥 村 重 兵 衛 氏

第八都 曾 ( 設備関係〉

主 査 浅 海 治 卒 氏

幹 事 披 口 重量官民

材料委員曾 〈第 14図〉

時 7月24日午後6時40分- 9時

所 隙列場

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 楠 瀬、倒

委 員 後川、前部、前野

; 世田

l 木材品等親格最後的検討の止決

定

舎 員

黒 田 忠 雄 君 此花w; 上稿島北. 3 /  

131  C字賀工若者底〉

時岡泰三郎君住吉直卒野政所田fl

ノ4 C完建研究所〉

村 岡 正義 君 三島郡高槻町字別所

君事部建築課〉

小松 郁 雄 君 東 京 市 nti 日1区本諸国

3/ 15パ 森方( 東京

餓 道 局 工 務 係建築

錬〕

茂 泉 徳 男 君 東 京 市 江 戸川区平井

3ノ1312 松本定吉方

( 東京銭道府工務部

建築事事〉

粒 良 秀 雄 君 東京市 麹町直丸 ノ内

IC東京銀選局工務部

建築課〉

野 上 陸 君 東 京市大森高馬込町

東 l ノ1442( 東京銭道

局工務部建築課)

野 末 主主君 . J 在京市世岡谷区北海

l パ 151C東京鍛道局

工務部建築課〉

横 溝 金吾 君 東 京市目黒区下自主県

l ノ5 C東京鍬道局工

務郊建築課〉

特別賛助員

岸 本 忠 君 東成mi : : U; ，生野町 2 ノ

92 C字賀工務庖〕

正 問 徳 太 郎 君 北 区 管 原 町 114 東洋

翠主 化島県工業所〈東洋

理化築工業所〉

三 笹 一司君 西 淀 川 蕗 大 仁 酉 l ノ8

( 科修工業新聞枇与

吉井元太郎君 西淀川区百五d
ll 汀62沼

手f I コン aヂツ ト;株 式 令

枇 ( 昭 和 コンヂツ ト

株式合枇〉

問中清之助君 浪速- rn; 船出 l町 1 / 18  

Ｈ宣告袋百背負 ｾｄ

普通賛助員

小池 義一君 豊 能 君11 箕 面村 1f-尾

173  I  427C第一欄互株式合

太 田 平 司 君 天 王 寺区民法i旋回fl 3 I  祉〉

地 方 曾 員 | 塚 本 新 司 君 旭 区 古 市 北 通 3 ノ11

稲生 秀 三 君 東 京市 杉並J ，l I ; . 天沼 i C第一 |司五株式合枇 〕

ノ234C東京鍛池局ヱ |  岩 崎 岩 吉 君 北 河 内 郡 住 諮 削01

務部建築課 ) I  C大阪l箆軍法兵厳技

小脇 雅也震 東 京市淀橋直角管 1 I  術課密造掛〉

ノ755C東京f娘道局工 |  柴田 岡夫 君 東 成 区 猪 飼 野5パ O



( 株式舎枇奥小路 銭 内 地 方 舎 員

工所〉
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